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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像から被写体像を検出する被写体検出手段と、
　前記被写体検出手段により検出された被写体像の指定および該指定の解除を行う指定手
段と、
　複数の構図の中から特定の構図を自動で選択する構図選択手段と、
　前記構図選択手段により選択された構図ごとにズーム倍率の制御に用いる被写体像の基
準サイズを設定する設定手段と、
　前記設定手段により設定された前記基準サイズに基づいて、前記被写体検出手段により
検出される被写体像のサイズの変化に応じてズーム倍率を制御する制御手段と、を有し、
　前記構図選択手段によって選択される構図の選択候補は、前記指定手段により被写体像
の指定がなされているか否かによって少なくとも１つが異なることを特徴とするズーム制
御装置。
【請求項２】
　前記指定手段により被写体像の指定がなされた状態である場合、
　前記構図選択手段は、前記被写体検出手段が検出した全ての被写体像から選択される主
被写体の画像を画角内に収める構図を選択することを特徴とする請求項１に記載のズーム
制御装置。
【請求項３】
　前記指定手段による被写体像の指定がなされていない状態である場合、
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　前記構図選択手段は、前記被写体検出手段が検出した全ての被写体像を画角内に収める
構図を選択することを特徴とする請求項１または２に記載のズーム制御装置。
【請求項４】
　前記被写体検出手段により検出された被写体像の位置が前記画像の特定領域である状態
の継続時間を計測する計時手段をさらに有し、
　前記構図選択手段は、前記指定手段により被写体像の指定がなされた状態である場合、
前記計時手段が計測した継続時間により、選択する構図を変更することを特徴とする請求
項１から３のいずれか１項に記載のズーム制御装置。
【請求項５】
　前記構図選択手段は、
　選択されている構図が、前記指定手段により被写体像の指定がなされているか否かに関
わらず選択可能な構図でない場合、前記指定手段により被写体の指定状態が変更された直
後に前記被写体検出手段が検出した被写体像の大きさを維持する構図に変更することを特
徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載のズーム制御装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載のズーム制御装置と、
　被写体像を光電変換して画像を生成する撮像手段と、
　レンズの駆動または画像処理によりズーム倍率を変更するズーム手段を備え、
　前記制御手段は前記ズーム手段を制御し、前記設定手段により設定された前記基準サイ
ズに基づいて、前記被写体検出手段により検出される被写体像のサイズの変化に応じてズ
ーム倍率を制御することを特徴とする撮像装置。
【請求項７】
　主被写体の選択および解除の際、前記被写体検出手段により検出された被写体像を表示
させる表示手段を備えることを特徴とする請求項６に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記被写体検出手段により検出された主被写体の画像が画面の外にフ
レームアウトすることを防止するズームアウト動作の制御を行った場合、その後に実行す
るズームイン動作が終了するまで、前記検出された主被写体の画像の大きさを前記基準サ
イズに維持する制御の実行を制限することを特徴とする請求項６または７に記載の撮像装
置。
【請求項９】
　ズーム制御装置にて実行される制御方法であって、
　画像から検出された被写体像の検出情報を取得する取得ステップと、
　前記検出情報が示す被写体像の指定および該指定の解除を行う指定ステップと、
　複数の構図の中から特定の構図を自動で選択する構図選択ステップと、
　前記構図選択ステップにより選択された構図ごとにズーム倍率の制御に用いる被写体像
の基準サイズを設定する設定ステップと、
　前記設定ステップにより設定された前記基準サイズに対して、前記取得ステップにより
取得される検出情報が示す被写体像のサイズの変化に応じてズーム倍率を制御する制御ス
テップと、を有し、
　前記構図選択ステップによって選択される構図の選択候補は、前記指定ステップにより
被写体像の指定がなされているか否かによって少なくとも１つが異なることを特徴とする
ズーム制御装置の制御方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載したズーム制御装置の制御方法の各ステップをコンピュータに実行させ
ることを特徴とするズーム制御装置の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像から被写体像を検出してズーム倍率を制御する技術に関するものである
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【背景技術】
【０００２】
　従来から、ズームレンズを駆動して光学的な変倍（以下、光学ズームという）を行う機
能、及び、撮影画像の一部を拡大して電子的な変倍（以下、電子ズームという）を行う機
能を有する撮像装置がある。さらに、被写体の検出情報に応じて自動でズーム倍率を変更
するオートズーム（自動変倍）機能がある。以下、光学ズーム動作と電子ズーム動作を総
称してズーム動作という。
【０００３】
　特許文献１では、ライブビュー上で単数または複数の被写体を選択することで、それら
の被写体すべてを画角内に収めるよう、自動でズーム倍率を変更するオートズーム機能が
開示されている。これによりユーザは、本来被写体としたくない人物に対してオートズー
ム機能が働いてしまうことを防止でき、撮影者の意図した構図で撮影が可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－７４４５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１では、上述のオートズーム機能において、ユーザが指定した
主被写体の人数に関わらず、主被写体を画角内に収めようとするのみである。つまり、主
被写体の人数に応じて最適な構図を提供することについては開示がない。例えば、カメラ
で複数人の被写体を検出している状態から、主被写体が一人に減った際、人数に応じて最
適な構図になるよう自動的にズーム動作が行われない。この場合、一人の主被写体の画像
が非常に小さい状態の構図となってしまう可能性がある。
　上記課題に鑑みて、本発明は、被写体の指定の有無に応じて構図を選択してオートズー
ム制御を行うことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る装置は、画像から被写体像を検出する被写体検出手段と、前記被写体検出
手段により検出された被写体像の指定および該指定の解除を行う指定手段と、複数の構図
の中から特定の構図を自動で選択する構図選択手段と、前記構図選択手段により選択され
た構図ごとにズーム倍率の制御に用いる被写体像の基準サイズを設定する設定手段と、前
記設定手段により設定された前記基準サイズに基づいて、前記被写体検出手段により検出
される被写体像のサイズの変化に応じてズーム倍率を制御する制御手段と、を有し、前記
構図選択手段によって選択される構図の選択候補は、前記指定手段により被写体像の指定
がなされているか否かによって少なくとも１つが異なることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、被写体の指定の有無に応じて選択される構図でオートズーム制御が実
行可能になる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態に係るデジタルカメラの外観図である。
【図２】本発明の実施形態に係るデジタルカメラの構成例を示すブロック図である。
【図３】焦点距離と、被写体距離ごとのフォーカスレンズ位置との関係を例示した図であ
る。
【図４】被写体（物体）の画面外へのフレームアウトを防止する処理の説明図である。
【図５】被写体（人物）の画面外へのフレームアウトを防止する処理の説明図である。
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【図６】被写体（人物）の画面内でのサイズ変化を防止する処理の説明図である。
【図７】被写体が人物の場合の構図設定を説明する図である。
【図８】オートズーム機能の処理の流れを説明するフローチャートである。
【図９】オートズーム機能における画面例を説明する図である。
【図１０】被写体探索処理を説明するフローチャートである。
【図１１】被写体探索処理の探索終了領域を説明する図である。
【図１２】被写体指定処理を説明するフローチャートである。
【図１３】被写体指定処理の別例を説明するフローチャートである。
【図１４】被写体指定処理における画面例を説明する図である。
【図１５】基準サイズの設定処理を説明するフローチャートである。
【図１６】画面サイズの算出処理を説明するフローチャートである。
【図１７】構図設定「オート」における自動構図判定を説明する遷移図である。
【図１８】最周辺の被写体位置と画面サイズとを示す図である。
【図１９】構図設定「オート」における基準サイズの算出処理を説明するフローチャート
である。
【図２０】水平方向被写体位置比率の算出処理を説明するフローチャートである。
【図２１】垂直方向被写体位置比率の算出処理を説明するフローチャートである。
【図２２】被写体位置を推定する顔個数を示す表である。
【図２３】オートズーム制御の処理を説明するフローチャートである。
【図２４】ズーム動作を説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施形態を説明する。なお、以下に説明する実施
形態では、本発明に係る撮像装置及びその制御手段として、ズーム倍率変更手段を備え、
静止画および動画の撮影が可能なデジタルカメラに適用した場合を例示する。
【００１０】
　図１は、本発明の撮像装置の一例を示すデジタルカメラの外観図である。図１（Ａ）は
デジタルカメラを背面側から見た場合の外観図であり、図１（Ｂ）はデジタルカメラを正
面側から見た場合の外観図である。
【００１１】
　図１（Ａ）において、表示部２８は画像や各種情報を表示する。シャッターボタン６１
は、ユーザが撮影指示を行うための操作部材である。モード切替えスイッチ６０は、ユー
ザが各種モードを切り替えるための操作部材である。コネクタ２１２は接続ケーブルとデ
ジタルカメラ１００との接続用部材である。操作部７０はユーザの各種操作を受け付ける
各種スイッチ、ボタン、タッチパネル等の操作部材を備える。コントローラホイール７３
は操作部７０に含まれる回転操作可能な操作部材である。電源スイッチ７２は、電源のオ
ンまたはオフを切り替える際にユーザが使用する操作部材である。ズームレバー７６は、
ズーム倍率を変更する際にユーザが使用する操作部材である。記録媒体２００はメモリカ
ードやハードディスク等であり、画像データ等の記録に使用される。記録媒体スロット２
０１を通して記録媒体２００が格納される。記録媒体スロット２０１に格納された記録媒
体２００は、デジタルカメラ１００との通信が可能となる。蓋２０２は記録媒体スロット
２０１の開閉蓋である。
【００１２】
　図１（Ｂ）に示すように、デジタルカメラの筐体の正面側にも操作部７０が配置され、
その位置は鏡筒部３００の側面部でもよい。さらに操作部７０に対する機能の割り当てに
ついては、後述するオートズーム操作用のスイッチとする。オートズーム操作スイッチを
このような配置とすることでユーザの利便性が向上する。特に、ユーザが撮影時に鏡筒部
３００を手で支えて持ちながら使用するデジタルカメラにおいて、設定変更の度に鏡筒部
３００から手を離さずとも設定の変更が可能となる。
【００１３】
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　図２は、本実施形態におけるズーム制御装置を備えた撮像装置の一例としての、デジタ
ルカメラ１００の構成例を示すブロック図である。デジタルカメラ１００は、オートズー
ム機能を実行可能に構成されている。
　レンズ鏡筒１０１は、その内部にレンズ群を保持している。ズームレンズ１０２は、レ
ンズ鏡筒１０１の光軸方向に移動することで焦点距離を調節し、光学的に画角を変更（ズ
ーム位置を移動）する。フォーカスレンズ１０３は、レンズ鏡筒１０１の光軸方向に移動
することで焦点調節を行う。防振レンズ（像ブレ補正用レンズ）１０４は、手ぶれ等に起
因する像ブレを補正する。光量調節を行う絞り及びシャッタ１０５は、露出制御に用いら
れる。なお、本実施形態において、デジタルカメラ１００は、レンズ鏡筒１０１とカメラ
本体部とが一体的に構成された撮像装置であるが、これに限定されるものではない。本実
施形態は、カメラ本体部と、カメラ本体部に着脱可能な交換レンズとから構成される撮像
システムにも適用可能である。
【００１４】
　撮像素子１０６は、レンズ鏡筒１０１を通過した光を受光し、光電変換によって被写体
像を電気信号に変換することで撮像信号を生成する。撮像素子１０６はＣＣＤ（電荷結合
素子）型またはＣＭＯＳ（相補型金属酸化膜半導体）型のイメージセンサ等である。撮像
素子１０６による撮像信号は、画像処理回路１０７に入力されて、画素補間処理や色変換
処理等の各種処理が行われる。各種処理後の画像データは画像メモリ１０８に記憶される
。画像メモリ１０８は、ＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ）やＳＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等
の記憶デバイスである。
【００１５】
　表示部１０９は、ＴＦＴ型ＬＣＤ（薄膜トランジスタ駆動型液晶表示器）等を備えて構
成され、撮影画像（画像データ）や、特定の情報（例えば、撮影情報等）を表示する。撮
影画像に係るライブビュー等の情報表示により、撮影者が画角合わせを行うための電子ビ
ューファインダ（ＥＶＦ）機能を提供できる。
【００１６】
　絞りシャッタ駆動部１１０は、画像処理回路１０７での画像処理によって得られた輝度
情報に基づいて露出制御値（絞り値及びシャッタ速度）を演算し、演算結果に基づいて絞
り及びシャッタ１０５を駆動する。これにより、自動露出（ＡＥ）制御が行われる。防振
レンズ駆動部１１１は、ジャイロセンサ等の角速度センサによる振れ検出情報に基づいて
デジタルカメラ１００に加わる振れ量を演算する。演算結果にしたがって、デジタルカメ
ラ１００に加わる振れ量を打ち消す（低減する）ように防振レンズ１０４が駆動される。
【００１７】
　フォーカスレンズ駆動部１１２は、フォーカスレンズ１０３を駆動する。本実施形態に
おいて、デジタルカメラ１００は、コントラスト方式で自動焦点調節（ＡＦ）制御を行う
。つまりフォーカスレンズ駆動部１１２は、画像処理回路１０７での画像処理により得ら
れた撮影光学系の焦点調節情報（コントラスト評価値）に基づいて、被写体に焦点が合う
ようにフォーカスレンズ１０３を駆動する。ただし、これに限定されるものではなく、コ
ントラスト方式以外のＡＦ制御として、位相差ＡＦ方式でもよいし、また、コントラスト
方式と他の方式との組み合わせのように、複数の方式でＡＦ制御を行う構成でもよい。
【００１８】
　ズームレンズ駆動部１１３は、ズーム操作指示に従ってズームレンズ１０２を駆動する
。操作部１１７は、撮影者がカメラにズーミングを指示するためのズーム操作部材として
のズームレバーまたはズームボタン等を備える。システム制御部１１４は、ズーム指示操
作に用いるズーム操作部材の操作量及び操作方向を検知して、ズーム駆動速度やズーム駆
動方向を演算し、演算結果に従ってズームレンズ１０２を光軸に沿って移動させる制御を
行う。
【００１９】
　撮影動作によって生成された画像データは、インターフェース（Ｉ／Ｆ）部１１５を介
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して記録部１１６に送られて記録される。画像データは、外部記録媒体、または不揮発性
のメモリ１１８、あるいはそれらの両方に記録される。外部記録媒体は、デジタルカメラ
１００に装着して使用されるメモリカード等である。不揮発性のメモリ１１８は、デジタ
ルカメラ１００に内蔵されている記憶媒体である。メモリ１１８は、プログラムデータや
画像データの他に、デジタルカメラ１００の設定情報や、後述するオートズーム機能にお
けるズームイン位置等の情報を記憶する。
　操作部１１７は、前記ズーム操作部材に加えて、撮影開始を指示するレリーズスイッチ
、オートズーム機能の開始や終了を指示するオートズーム操作スイッチ等を含む。操作部
１１７からの信号は、システム制御部１１４に送られる。
【００２０】
　システム制御部１１４は、ＣＰＵ（中央演算処理装置）等の演算装置を備える。システ
ム制御部１１４は、撮影者の操作に応じて各部に制御命令を送ることによりデジタルカメ
ラ１００全体を制御する。システム制御部１１４は、メモリ１１８に記憶されている各種
の制御プログラム、例えば撮像素子１０６の制御やＡＥ／ＡＦ制御、ズーム制御（オート
ズーム処理を含む）等を行うためのプログラムを実行する。
【００２１】
　光学ズームによる画角変更時に合焦状態を維持するには、レンズ鏡筒１０１がリアフォ
ーカスタイプである場合、ズームレンズ１０２の位置に応じてフォーカスレンズ１０３を
適正なフォーカス位置へ移動させる必要がある。このような制御をコンピュータズーム（
ＣＺ）制御といい、システム制御部１１４におけるＣＺ制御部１１９が行う。図３は、ズ
ームレンズの焦点距離と、被写体距離ごとのフォーカス位置との関係を例示する図である
。図３では、ズームレンズの焦点距離と、ピントが合うフォーカス位置との関係を、被写
体までの距離ごとに示すデータテーブルとしてグラフ化して示す。本実施形態において、
このテーブルをフォーカスカムテーブルと称する。図３において、横軸はズーム位置に対
応する焦点距離を示し、縦軸はフォーカス位置を示す。各グラフ線の横には、デジタルカ
メラ１００から被写体までの距離（被写体距離）を例示する。
【００２２】
　システム制御部１１４は、ＡＦ制御を行う際にフォーカスレンズ駆動部１１２を制御し
て、フォーカスレンズ１０３を所定の範囲において移動させることによりスキャン動作を
行う。スキャン動作中に得られるコントラスト評価値等を用いて既知の方法により、合焦
点であるフォーカス位置が検出される。そのときのズーム位置及びフォーカス位置を用い
、フォーカスカムテーブルを参照することにより、被写体距離が計測される。
【００２３】
　次に、システム制御部１１４におけるオートズーム機能に関連する制御について説明す
る。図２に示すように、システム制御部１１４は、ＣＺ制御部１１９、電子ズーム制御部
１２０、オートズーム制御部（以下、ＡＺ制御部という）１２２、被写体検出部１２３を
備える。
【００２４】
　デジタルカメラ１００は、光学ズーム機能及び電子ズーム機能を有しており、ＣＺ制御
部１１９及びズームレンズ駆動部１１３が光学ズームの制御を担当する。ＣＺ制御部１１
９は、ズーム動作時に、所定の制御周期ごとにズームレンズ１０２のズーム位置を検出す
る。そしてＣＺ制御部１１９は、検出したズーム位置に応じたＡＦ制御にて計測された被
写体距離でのフォーカスカムテーブルに追従するように、フォーカスレンズ１０３を駆動
させる制御を行う。これにより、合焦状態を維持したまま光学ズーム動作を行うことが可
能となる。
【００２５】
　一方、電子ズーム制御部１２０及び画像メモリ１０８は電子ズームの制御を担当する。
電子ズーム制御部１２０は、画像メモリ１０８に転送された画像データから対象領域内の
データを切り出すことにより、電子ズーム機能を実現する。また、電子ズーム制御部１２
０は、撮像素子１０６に取り込む画像のフレームレート周期で切り出す範囲を徐々に大き
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くしながら表示部１０９に表示させることにより、滑らかな電子ズーム表示を実現する。
　被写体検出部１２３は、画像メモリ１０８に記憶された画像データから所望の被写体領
域を検出する。本実施形態では、画像データに含まれる顔情報または色情報に基づいて被
写体（人物等の顔、または物体）を検出する被写体検出方法（顔検出処理、色検出処理）
について説明する。
【００２６】
　顔検出処理は、画像データ中に存在する顔領域を公知のアルゴリズムにより検出する処
理である。例えば、被写体検出部１２３は、画像データ上での正方形状の部分領域から特
徴量を抽出し、その特徴量を予め用意された顔の特徴量と比較する。そして被写体検出部
１２３は、両者の相関値が所定の閾値を超える場合、その部分領域を顔領域であると判定
する。この判定処理は、部分領域のサイズ、配置位置、配置角度の組み合わせを変更しな
がら繰り返されることにより、画像データ中に存在する種々の顔領域を検出できる。
【００２７】
　色検出処理では、後述の被写体指定方法に従って指定された被写体領域の色情報を特徴
色として記憶する処理が実行される。色検出処理は、検出対象の被写体が物体（人物以外
の「モノ」）である場合に行われる。色情報としては、画像処理回路１０７からの出力信
号であるＲＧＢ信号や輝度信号（Ｙ信号）及び色差（Ｒ－Ｙ、Ｂ－Ｙ）信号等が用いられ
る。被写体検出時に被写体検出部１２３は、画像データを複数の部分領域に分割し、部分
領域ごとの輝度及び色差の平均値を算出する。また、被写体検出部１２３は、予め記憶さ
れた特徴色情報と被写体検出時の各領域の色情報を比較し、輝度及び色差の差分が所定量
以下の部分領域を被写体領域の候補とする。この被写体領域の候補で隣り合う部分領域の
一群を同一色領域として、同一色領域が所定のサイズ範囲となる領域を最終的な被写体領
域とする処理が行われる。
【００２８】
　被写体検出部１２３は、顔情報及び色情報とともに、ＣＺ制御部１１９で計測された被
写体距離情報及びズームレンズ１０２の焦点距離情報を用いることにより、画像データ上
での被写体領域の大きさを算出する。姿勢検出部１２４は、加速度センサの情報に基づい
てデジタルカメラ１００の姿勢（例えば正位置／グリップ上／グリップ下）を検出する。
揺れ検出部１２５は、ジャイロセンサによる角速度情報等に基づいてデジタルカメラ１０
０の振れ状態を判定により検出する。揺れ検出部１２５は、ジャイロセンサ等に加わる振
れ量（検出値）が所定量（閾値）以上である場合にカメラが手持ち状態であると判定し、
所定量未満である場合には三脚等に固定された状態であると判定する。姿勢検出及び揺れ
検出に用いる加速度センサ及びジャイロセンサについては、防振レンズ駆動部１１１の制
御情報を取得するための検出部のセンサと兼用する構成でもよい。
【００２９】
　次に、本実施形態におけるオートズーム機能の概要と、ＡＺ制御部１２２を説明する。
オートズーム機能を搭載していないカメラでは、撮影者が望遠状態でフレーミングしてシ
ャッタチャンスを待っている間に被写体が動いてフレームアウトした場合等において、以
下の操作が必要であった。
　まず撮影者は、ズーム操作部材の操作によりズームアウト動作を行ってから被写体を探
索する。被写体の探索後、撮影者は再び所望の画角になるまでズーム操作を行って画角調
整する。また、被写体が動いたために被写体像の大きさが変わった場合等においても、撮
影者はズーム操作部材を操作して被写体像の大きさを調整する必要があった。
【００３０】
　一方、オートズーム機能を搭載しているカメラでは、撮影者がオートズーム機能を設定
した後、タッチパネル等で被写体を指定する操作を行い、撮影したい被写体を指定してお
けばよい。オートズーム機能が設定されると、指定された被写体を画像の中央付近で所定
のサイズに収めるように、自動でズーム動作が行われる。なお、被写体の指定方法として
はタッチパネル操作以外に、撮影者が特定のボタンを操作したときに画面中央付近にいる
被写体を指定する方法や、カメラが検出した被写体の中から自動的に主被写体を選択する
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方法等がある。
【００３１】
　被写体検出部１２３は、画像メモリ１０８から指定された被写体領域の画像データ上で
の位置や大きさを算出する。この処理を、ライブビューとして画像表示するごとに、サン
プリングの画像データに対して連続的に行うことにより、被写体の動きを追尾可能となる
。追尾している被写体の画像が後述するズームアウト領域で検出された場合や、検出した
被写体の画像が所定の大きさよりも大きくなった場合、ＡＺ制御部１２２はズームアウト
動作を開始する。すなわち、ＡＺ制御部１２２はＣＺ制御部１１９または電子ズーム制御
部１２０に対して、広角方向へのズームアウト指示を行う。被写体をズームイン領域内に
検出し、かつ、被写体像が所定の大きさの範囲内に収まった場合には、望遠側へズームイ
ン動作が行われる。このような処理により、撮影者はズーム操作を気にせず、所望の被写
体の画像を画面内に収めるようにカメラを動かすだけでよい。仮に、被写体がフレームア
ウトしそうになった場合でも、自動的にズーム倍率が変更されるため、より簡単に画角合
わせを行うことができる。
【００３２】
　次に、図４から図６を参照して、ズームアウト動作やズームイン動作の開始条件につい
て説明する。図４は、被写体（物体）が画面外へフレームアウトすることを防止する処理
の説明図である。図５は、被写体（人物）が画面外へフレームアウトすることを防止する
処理の説明図である。
【００３３】
　図４及び図５において、枠４００ａ及び枠４００ｂは被写体（物体）を追尾する第１の
追尾枠（以下、モノ追尾枠という）であり、枠５００ａ～ｆは被写体（人物の顔）を追尾
する第２の追尾枠（以下、顔追尾枠という）である。以下では、被写体が人物と物体のい
ずれにも適用可能な場合、モノ追尾枠及び顔追尾枠を総称して被写体追尾枠ということも
ある。被写体追尾枠は、撮影者が指定した被写体が分かるように、表示部１０９のＥＶＦ
画面（電子ビューファインダ画面）にて被写体像を囲むように表示される。被写体追尾枠
の画面上での位置及び大きさは、顔情報及び色情報に基づいて被写体検出部１２３が算出
し、フレームレート周期で更新される。
【００３４】
　図４を参照して、被写体（飛行機）が画面外にフレームアウトすることを防止する処理
について説明する。図４（Ａ）にてズームアウト領域ＺＯ（以下、ＺＯ領域という）は、
ＥＶＦで表示される画角全体（画面全体）に対して所定の比率よりも外側の領域を示して
いる。例えば、画面の中心点を０％、画面全体を１００％とし、画面全体に対して８０％
となる位置をＺＯ領域の境界として設定する場合を想定する。この場合、画面全体におけ
る８０～１００％の領域がＺＯ領域となる。ＺＯ領域にモノ追尾枠４００ａの一部が進入
すると、ＡＺ制御部１２２は、ズームアウト動作を開始させる制御を行う。また、ＡＺ制
御部１２２は、ズーム移動前のズーム倍率（ズームイン画角に相当）をメモリ１１８に記
憶する。ズームアウト動作中の目標ズーム倍率やズーム速度は、被写体像のサイズや移動
速度に応じて予め設定される。また、目標ズーム倍率やズーム速度を被写体像のサイズや
移動速度に応じて適宜算出してもよい。ズームアウト動作は、その目標ズーム倍率やズー
ム速度に従って実行される。これにより、被写体のフレームアウトを効果的に防止するこ
とができる。
【００３５】
　図４（Ｂ）は、図４（Ａ）の画角から、所定のズーム変化量分に相当するズームアウト
動作が行われたときの画角を示している。図４（Ｂ）に示すズームイン領域ＺＩ（以下、
ＺＩ領域という）は、被写体探索状態においてズームイン画角（ズームアウト前の画角）
４０１に対して所定の比率よりも内側の領域を示している。例えば、画面の中心点を０％
とし、ズームイン画角４０１を１００％とし、ズームイン画角４０１に対して７０％とな
る位置をＺＩ領域の境界として設定する場合を想定する。この場合、ズームイン画角４０
１の全体における０～７０％の領域がＺＩ領域となる。このとき、例えばズームアウト倍
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率が１／２倍である場合、ズームイン画角４０１は画面全体に対して５０％の大きさとな
る。よって、ＺＩ領域の境界は画面全体に対して７０％×（１／２）＝３５％であり、Ｚ
Ｉ領域は、画面全体に対して０～３５％の領域であるとも言える。撮影者が、ＺＩ領域の
内部にモノ追尾枠４００ｂが収まるようにカメラの向きを変更すると、ＡＺ制御部１２２
は、ズームイン動作を開始させる制御を行う。
【００３６】
　次に図５を参照して、被写体（人物）が画面外にフレームアウトすることを防止する処
理について説明する。被写体が人物である場合に、顔追尾枠の一部がＺＯ領域に進入する
とズームアウト動作が開始し、また顔追尾枠がＺＩ領域の内部に収まるとズームイン動作
が行われる。被写体が人物である場合には物体の場合とは異なり、被写体の移動方向をあ
る程度予測できるため、予測される移動方向の領域に応じてＺＯ領域及びＺＩ領域が設定
される。また、手持ちでの撮影では、手ぶれ等の影響によって被写体がフレームアウトし
てしまう場合がある。しかし、手ぶれ等によって被写体がフレームアウトした場合には、
撮影者が被写体をフレームインさせようとする動作によってフレームインし直すことが可
能である。ここで、画面の上部にＺＯ領域を設定した場合、人物を中央付近に配置して撮
影するときにもＺＯ領域に顔追尾枠が進入してしまい、意図せずズームアウトする場合が
ある。そこで、被写体が人物であって、かつ手持ち状態（撮影者がカメラを把持した状態
）である場合には、撮影者のフレーミング操作を考慮して、画面の上部にはＺＯ領域が設
定されない。
【００３７】
　このように、本実施形態では、被写体検出部１２３で顔が検出された場合、ＡＺ制御部
１２２は、カメラの姿勢や揺れ状態に応じてＺＯ領域及びＺＩ領域を変更する。カメラの
姿勢については姿勢検出部１２４により検出され、また、揺れ状態については揺れ検出部
１２５による検出結果から判定される。揺れ検出部１２５による検出結果とは、カメラが
手持ち状態であるか否かの検出結果である。以下、図５（Ａ）から（Ｃ）を参照して具体
的に説明する。
【００３８】
　図５（Ａ）は、撮影者が手持ちでカメラを正位置に構えたときに設定されるＺＯ領域及
びＺＩ領域を示している。このような撮影シーンで、被写体が水平方向に移動してフレー
ムアウトする場合、画面内での被写体の位置は正位置の画面に対して水平方向（長手方向
）に移動する。そこで、ＺＯ領域及びＺＩ領域はいずれも、正位置の画面に対して垂直方
向（短手方向）の縦帯状に配置される。ＺＯ領域は、横長の長方形の画面にて水平方向の
両端寄りに位置する縦帯状に設定され、ＺＩ領域は、画面の中央部に位置する縦帯状に設
定される。この場合、顔追尾枠５００ａがＺＯ領域内に進入すると、ＡＺ制御部１２２は
ズームアウト開始を判定し、所定のズーム倍率分に対応するズームアウトの動作制御を行
う。また、顔追尾枠５００ｂがＺＩ領域内に包含されると、ＡＺ制御部１２２はズームイ
ン開始を判定し、ズーム戻り位置まで所定のズーム倍率分に対応するズームインの動作制
御を行う。このようにＺＯ領域及びＺＩ領域を設定することで、被写体（人物）のフレー
ムアウトを効果的に防止できる。
【００３９】
　図５（Ｂ）は、同様の撮影シーンにてカメラ姿勢が変更され、撮影者がグリップ下もし
くはグリップ上の縦位置状態にカメラを構えたときに設定されるＺＯ領域及びＺＩ領域を
示している。この場合、縦位置の画面に対して垂直方向（長手方向）の縦帯状にＺＯ領域
及びＺＩ領域が配置される。つまり、ＺＯ領域は、縦長の長方形の画面にて水平方向の両
端寄りに位置する縦帯状に設定され、ＺＩ領域は、画面の中央部に位置する縦帯状に設定
される。この場合、顔追尾枠５００ｃがＺＯ領域内に進入すると、ＡＺ制御部１２２はズ
ームアウト開始を判定し、所定のズーム倍率分に対応するズームアウトの動作制御を行う
。また、顔追尾枠５００ｄがＺＩ領域内に包含されると、ＡＺ制御部１２２はズームイン
開始を判定し、ズーム戻り位置まで所定のズーム倍率分に対応するズームインの動作制御
を行う。このようにＺＯ領域及びＺＩ領域を設定することで、水平方向への被写体の動き
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を検出し、フレームアウトを効果的に防止できる。
【００４０】
　図５（Ｃ）は、揺れ検出部１２５での検出状態が固定状態のときに設定されるＺＯ領域
及びＺＩ領域を示している。固定状態とは、三脚等によってカメラが固定されている状態
であり、手ぶれによるフレームアウトの可能性はない。さらには、画面の中央付近に被写
体がフレームインしていないときにズームインすると、その動作によってフレームアウト
してしまう可能性がある。そこで、画面の周辺部全体にＺＯ領域が設定され、ズームイン
画角よりも内側にＺＩ領域が設定される。つまり、ＺＯ領域は、画面の縦方向及び横方向
の端寄りに位置する矩形帯状に設定され、ＺＩ領域は、画面の中央部に位置する矩形状に
設定される。この場合、顔追尾枠５００ｅがＺＯ領域内に進入すると、ＡＺ制御部１２２
は、ズームアウト開始を判定し、所定のズーム倍率分に対応するズームアウトの動作制御
を行う。また、顔追尾枠５００ｆがＺＩ領域内に包含されると、ＡＺ制御部１２２は、ズ
ームイン開始を判定し、ズーム戻り位置まで所定のズーム倍率分に対応するズームインの
動作制御を行う。
【００４１】
　以上のように本実施形態では、カメラの姿勢や撮影状態（手持ち状態／固定状態）の変
化に応じてＺＯ領域及びＺＩ領域の各範囲を動的に変更する。これにより、手ぶれ等によ
る誤作動を防止しながら、被写体のフレームアウトを効果的に防止できる。なお、カメラ
の姿勢と撮影状態（手持ち状態／固定状態）のいずれか一方に応じてＺＯ領域又はＺＩ領
域を変更してもよく、またＺＯ領域とＺＩ領域のいずれか一方のみを変更してもよい。
【００４２】
　次に、被写体像が画面に占める割合を所定の範囲内に保つためのズーム動作について説
明する。本実施形態では、検出された被写体像のサイズが基準サイズの所定倍より大きく
変化した場合に自動でズーム動作を行うことで、被写体像のサイズを基準サイズから所定
の範囲内に保つように制御（サイズ保持制御）が行われる。図６は、画面内における被写
体（人物）像のサイズを保つための処理を説明する図である。図７は被写体（人物）の構
図設定の説明図である。
【００４３】
　まず、図７を参照して、追尾対象とする被写体を画面内に収める範囲（構図）の設定に
ついて説明する。図７（Ａ）は、構図設定が「マニュアル」に設定されている場合の画面
表示を例示する。「マニュアル」設定時には、撮影者が画面内の人物の像を見ながらズー
ムレバー操作でマニュアルズーム動作を行って追尾する顔の大きさを変更する。そのとき
の被写体像のサイズは基準サイズとしてメモリ１１８に記憶される。図７（Ｂ）は構図設
定が「顔」に設定されている場合の画面表示を例示する。「顔」の構図設定時には、カメ
ラの姿勢や顔の方向によって顔が画面に収まる大きさが基準サイズとして算出され、メモ
リ１１８に記憶される。同様に、図７（Ｃ）は構図設定が「上半身」に設定されている場
合の画面表示を例示し、図７（Ｄ）は構図設定が「全身」に設定されている場合の画面表
示を例示する。それぞれ画面上で設定された大きさとなるように基準サイズが算出されて
メモリ１１８に記憶される。
【００４４】
　図７（Ｅ）は構図設定が「オート」に設定されている場合の画面表示を例示する。「オ
ート」設定時には、ＡＺ制御部１２２が、画面内での被写体位置や被写体サイズ、被写体
数、カメラの姿勢等を基づき、適切な構図を判定する。さらに、判定された構図となるよ
うに基準サイズが算出されてメモリ１１８に記憶される。基準サイズの算出方法について
は図１５を用いて後述する。
【００４５】
　撮影者は撮影画面から操作部１１７の左右ボタン操作や設定メニュー上での選択によっ
て構図設定を変更する操作を行える。構図設定の変更操作が行われると、ＡＺ制御部１２
２は、メモリ１１８に記憶されている構図設定の情報を更新する。なお、図７では被写体
が人物の場合に「マニュアル」、「顔」、「上半身」、「全身」、「オート」の各構図を
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設定する例を示したが、構図の設定はこれに限定されるものではない。例示した５つの構
図の一部のみを設定し、または他の構図を含んでもよい。また、被写体が物体の場合には
、例えば「マニュアル」、「大」、「中」、「小」、「オート」の各構図を設定してもよ
い。
【００４６】
　図６を参照して、被写体像が画面に占める割合を所定の範囲内に保つためのズーム動作
について、構図設定が「マニュアル」の場合を例に説明する。図６（Ａ）～（Ｃ）は、被
写体（人物）がカメラに近づいてきた場合に、カメラが自動的に行うズーム動作を例示す
る。これは、被写体像が画面に占める割合を所定の比率内に収めるためのズームアウト動
作である。なお、図６では、顔追尾枠６００ａ～ｆを、被写体である人物の特徴領域とし
て顔領域を囲むように表示している。したがって、ここでは顔追尾枠の大きさを、被写体
サイズとして説明する。
【００４７】
　図６（Ａ）は、後述する被写体指定方法に従って被写体が指定されたときの画角を示し
ている。被写体指定時の顔追尾枠６００ａの大きさは、基準の被写体サイズ（基準サイズ
）としてメモリ１１８に記憶される。図６（Ｂ）は、図６（Ａ）の状態からズーム倍率を
変更しない状態で、被写体がカメラに向かって近づいてきたときの画角を示している。例
えば、基準の被写体サイズである顔追尾枠６００ａの大きさに対して１５０％となる大き
さをズームアウト動作の開始サイズとする。被写体追尾枠（顔追尾枠）の関係が、「顔追
尾枠６００ｂ＞顔追尾枠６００ａ×１５０％」となったとき、つまり、基準サイズに対し
て所定の変化量を超えて追尾枠が変化したときに、ＡＺ制御部１２２はズームアウト動作
の開始を判定する。
【００４８】
　図６（Ｃ）は、図６（Ｂ）の画角６０１から所定のズーム倍率分だけズームアウトした
画角と、顔追尾枠６００ｃを示している。ここでは、ズームアウト動作を開始するときの
顔追尾枠サイズの基準被写体サイズに対する変化率（１５０％）を考慮して、所定のズー
ム倍率を１／１．５倍としている。この後、さらに被写体がカメラに近づいてくる場合、
さらに広角側へズームアウトを行うことにより、被写体像を所定の比率内に収め続けるこ
とができる。したがって、撮影者はレリーズスイッチの操作だけに集中することが可能で
ある。
【００４９】
　一方、図６（Ｄ）～（Ｆ）は、被写体である人物がカメラから遠ざかる場合に、カメラ
が自動的に行うズーム動作を例示する。これは、被写体像が画面に占める割合を所定の範
囲内に収めるためのズームイン動作である。図６（Ｄ）は、後述する被写体指定方法に従
って被写体が指定されたときの画角を示している。被写体指定時の顔追尾枠６００ｄの大
きさは、基準の被写体サイズとしてメモリ１１８に記憶される（構図設定が「マニュアル
」の場合）。
【００５０】
　図６（Ｅ）は、図６（Ｄ）の状態からズーム倍率を変更しない状態で、被写体がカメラ
から遠ざかったときの画角を示している。例えば、基準の被写体サイズである顔追尾枠６
００ｄの大きさに対して５０％となる大きさをズームイン動作の開始サイズとする。顔追
尾枠の関係が、「顔追尾枠６００ｅ＜顔追尾枠６００ｄ×５０％」となったときに、基準
サイズに対して所定の変化量を超えて追尾枠が変化したと判定される。この判定条件を満
たし、かつ、顔追尾枠６００ｅがＺＩ領域内に包含されると、ＡＺ制御部１２２はズーム
イン動作の開始を判定する。ここで、図６（Ｅ）の画角に対して所定のズーム倍率分だけ
ズームインした画角６０２よりも内側にＺＩ領域が設定される。
【００５１】
　図６（Ｆ）は、図６（Ｅ）の画角から所定のズーム倍率分だけズームインした画角（画
角６０２に対応）と、顔追尾枠６００ｆを示している。ここでは、ズームイン動作を開始
するときの顔追尾枠サイズの基準被写体サイズに対する変化率（５０％）を考慮して、所
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定のズーム倍率を１／０．５倍としている。
【００５２】
　図４では被写体が物体である場合、また図５では被写体が人物である場合にフレームア
ウトを防止する処理について説明した。また、図６では被写体が人物である場合に、画面
に占める被写体像の大きさの比率を、所定の範囲内に収める処理について説明した。なお
、追尾対象とする被写体が物体である場合にも、被写体が人物である場合と同様に、図６
で示した被写体像のサイズ保持の制御のためのズーム動作開始判定を行ってもよい。また
、構図設定が「マニュアル」以外の場合においても、それぞれの基準サイズに応じて、図
６と同様に自動的にズーム動作が行われる。
【００５３】
　次に、図８から図２４を参照して、オートズーム機能の処理について説明する。図８は
、オートズーム機能の全体の処理例を示すフローチャートである。以下のオートズーム機
能は、特に明示的な記載がない限り、システム制御部１１４（ＡＺ制御部１２２）の指令
に基づいて行われるものとする。
【００５４】
　まずＳ８００でＡＺ制御部１２２は、操作部１１７のオートズーム操作スイッチの操作
状態を判定する。オートズーム操作スイッチが押下された場合、Ｓ８０１に進む。当該ス
イッチが押下されない場合にはＳ８００の判定処理が繰り返される。Ｓ８０１では、シス
テム制御部１１４の被写体検出部１２３による被写体検出結果に基づき、表示部１０９に
対してＡＦ（オートフォーカス）枠と撮影情報を画面に表示させる処理が実行される。図
９にその画面例を示す。スルー画像９００内に検出した被写体９０１がいる場合には、被
写体検出枠９０２が表示される。またオートズーム機能モードに遷移したことを示すため
に、オートズーム機能アイコン９０３が表示される。また、後述の被写体指定が可能であ
ることを示すために、被写体指定ガイダンス９０４が表示される。被写体指定ガイダンス
９０４の表示内容については、図９の例に限らず、後述の被写体指定処理に則した内容に
変更してもよい。また、後述の構図設定の値を示すために、構図設定値９０５が表示され
る。画面上の表示オブジェクト（９０２から９０５参照）は、すべてスルー画像９００に
重畳して表示される。
【００５５】
　オートズーム機能の処理が開始された直後、または、操作部１１７の被写体探索ボタン
が押下された場合（Ｓ８０６でｙｅｓ）に、Ｓ８０２の被写体探索処理が実行される。図
１０を参照して、Ｓ８０２のステップで実行する被写体探索処理を説明する。撮影対象の
被写体がカメラから遠く離れている場合、画面内に被写体像が存在しても被写体の特徴領
域が小さすぎると、被写体検出部１２３で検出できない可能性がある。このようなシーン
では、被写体情報に基づくオートズーム機能を実行することができない。そこで、所定の
焦点距離まで被写体を検出しながらズームイン動作を行う被写体探索処理が実行される。
【００５６】
　Ｓ１０００では、オートズーム開始の直後であるか、または、オートズーム開始の直後
でなく、オートズーム中に被写体探索ボタンが押下されたかの判定処理が行われる。Ｓ１
０００で前者の肯定的判定結果（ｙｅｓ）の場合にはＳ１００１に進み、否定的判定結果
（ｎｏ）の場合にはＳ１００３に移行する。Ｓ１００１では、被写体探索終了焦点距離を
取得する処理が実行される。被写体探索終了焦点距離は、画像内での被写体像の探索を終
了する際の終了ズーム位置での焦点距離であり、以下、探索終了焦点距離という。本実施
形態ではオートズーム開始直後に、探索終了焦点距離は３５ｍｍ判換算で８５ｍｍの焦点
距離としている。この焦点距離は一般的に人物を撮影する場合に適しているとされる標準
レンズの焦点距離であり、被写体（人物）がいない場合や（後ろ向き状態等で）顔が検出
できない場合でも探索終了後に適切な画角で被写体検出の待ち状態とすることができる。
ただし、焦点距離は８５ｍｍに限らず、他の焦点距離（例えば５０ｍｍや１００ｍｍ等）
であってもよい。また、メニュー設定から撮影者が探索終了焦点距離を変更可能な構成や
、撮影モードまたは撮影する被写体等に応じて探索終了焦点距離を変更可能な構成として
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もよい。Ｓ１００１からＳ１００２に進むと、モード開始時の焦点距離が探索終了焦点距
離と比較され、当該焦点距離が探索終了焦点距離よりも広角側か望遠側かについて判定さ
れる。オートズーム開始時の焦点距離が探索終了焦点距離よりも望遠側である場合（Ｓ１
００２でｎｏ）には、被写体探索の処理を終了する。また、オートズーム開始時の焦点距
離が探索終了焦点距離よりも広角側である場合（Ｓ１００２でｙｅｓ）には、Ｓ１００５
に進む。
【００５７】
　一方、Ｓ１０００で被写体探索ボタンの操作による被写体探索であると判定された場合
にＳ１００３では、探索終了焦点距離を取得する処理が実行される。本実施形態では、被
写体探索ボタンの操作での探索終了焦点距離を、当該操作が実行されたときの焦点距離に
対して２．５倍だけ望遠側の焦点距離としている。ただし、この倍率は例示であって、他
の倍率でもよい。また、メニュー設定から撮影者が探索終了焦点距離を変更可能な構成や
、撮影モードまたは撮影する被写体等に応じて探索終了焦点距離を変更可能な構成として
もよい。Ｓ１００３からＳ１００４に進み、Ｓ１００３で取得した探索終了焦点距離がテ
レ端（望遠端）の焦点距離と比較され、探索終了焦点距離がテレ端の焦点距離よりも広角
側か望遠側かについて判定される。探索終了焦点距離がテレ端の焦点距離よりも望遠側で
ある場合には、被写体探索の処理を終了する。探索終了焦点距離がテレ端の焦点距離より
も広角側である場合には、Ｓ１００５に進む。Ｓ１００５でＡＺ制御部１２２は、Ｓ１０
０１またはＳ１００３にて取得した探索終了焦点距離に対応するズーム変化量を、ＣＺ制
御部１１９または電子ズーム制御部１２０に設定し、ズームイン動作を行うように指示す
る。
【００５８】
　次にＳ１００６では、現在の焦点距離が探索終了焦点距離に到達したか否かについて判
定が行われる。現在の焦点距離が探索終了焦点距離に到達した場合、Ｓ１００９に進み、
ズームイン動作を停止した後、被写体探索処理が終了する。また、Ｓ１００６で現在の焦
点距離が探索終了焦点距離に到達していないと判定された場合には、Ｓ１００７に処理を
進める。Ｓ１００７は、被写体検出部１２３によって被写体が検出されているか否かの判
定処理である。Ｓ１００７で被写体が検出されたと判定された場合にはＳ１００８に進み
、被写体が検出されたと判定されない場合にはＳ１００６に戻る。Ｓ１００８では、被写
体を検出した位置が画面の所定の探索終了領域内であるか否かの判定が行われる。所定の
探索終了領域については被写体に応じて予め設定された閾値（位置の判定基準値）により
決定されるものとする。判定の結果、Ｓ１００７にて検出された被写体の検出位置が画面
上の所定の探索終了領域内である場合にはＳ１００９に進み、ズームイン動作を停止して
被写体探索処理を終了する。また、Ｓ１００８にて被写体の検出位置が画面上の所定の探
索終了領域内でないと判定された場合には、Ｓ１００６に戻り、Ｓ１００６からＳ１００
８の判定処理を継続する。
【００５９】
　ここで、図１１を参照して、Ｓ１００８で説明した所定の探索終了領域について説明す
る。特定の被写体（人物や物体）の撮影にて、撮影対象とする被写体は画面の中央付近に
配置される場合が多い。また、画面周辺で撮影対象としない被写体を検出して被写体探索
処理を終了した場合、撮影対象とする被写体を検出する前に被写体探索処理が終了する可
能性がある。この場合、撮影者の意図通りのオートズーム機能を実行できない。そこで、
本実施形態では、画面中央付近の領域内で被写体が検出された場合にのみ、被写体探索処
理を終了するように、判定用領域としての探索終了領域が設定される。図１１（Ａ）は、
被写体が物体（飛行機）である場合に設定される探索終了領域１１００ａを例示する。物
体の場合、画面の上下左右のいずれの方向に対しても、画面中央から所定の割合、例えば
７０％の範囲が被写体の探索終了領域として設定される。一方、図１１（Ｂ）は、被写体
が人物である場合に設定される探索終了領域１１００ｂを例示する。人物の場合、画面上
部の領域については画面中央から１００％の範囲を含み、それ以外の方向（左右方向、下
方）では画面中央から所定の割合、例えば７０％の範囲を含むように、探索終了領域が設
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定される。被写体が人物である場合、画面上部にも撮影対象である被写体の顔追尾枠１１
０２が配置される可能性がある。そのため、画面上部で被写体を検出した場合でも、被写
体探索処理が終了するように探索終了領域の設定が行われる。
【００６０】
　次に図１２を参照して、図８にＳ８０３のステップで示す被写体指定処理について説明
する。図１２は、操作部１１７を構成するタッチパネルを用いてユーザが所望の被写体を
指定する処理例を示すフローチャートである。この例では、ユーザが表示部１０９に表示
された被写体像をタッチして指定する操作を行うものとする。なお、ここでは図１４を参
照し、被写体指定処理にて表示部１０９の表示画面例と共に詳説する。図１４（Ａ）は被
写体指定処理が開始された時点での画面例を示す。基本的には図９の画面例と同様である
が、図１４（Ａ）では複数人が被写体検出部１２３により検出されている状態を示してい
る。枠１４００と１４０１はいずれも、図９の被写体検出枠９０２と同様であるが、被写
体検出部１２３によって主顔と判断された被写体に対して主被写体検出枠１４００が表示
される。また、被写体検出部１２３によって副顔と判断された被写体に対して副被写体検
出枠１４０１が表示される。
【００６１】
　Ｓ１２００でＡＺ制御部１２２は、タッチパネルが押下されたか否かを判定する。タッ
チパネルが押下された場合、Ｓ１２０１に進み、タッチパネルが押下されない場合にはＳ
１２０６の操作終了判定が行われる。Ｓ１２０６で終了操作と判定された場合、被写体指
定を終了するが、終了操作でないと判定された場合には、Ｓ１２００に戻って判定処理が
繰り返される。Ｓ１２０１でＡＺ制御部１２２は、ユーザがタッチした位置（タッチ位置
）の情報を取得する。次のＳ１２０２にて、ＡＺ制御部１２２は、タッチ位置が被写体指
定解除ボタン上であるか否かを判断する。タッチ位置が被写体指定解除ボタン上でない場
合、Ｓ１２０３へ進む。被写体指定解除ボタンについては後述する。Ｓ１２０２にてタッ
チ位置が被写体指定解除ボタン上である場合には、Ｓ１２１１へ進み、顔情報の消去後に
被写体指定処理を終了する。
【００６２】
　Ｓ１２０３でＡＺ制御部１２２は、タッチ位置を被写体検出部１２３に通知し、被写体
検出部１２３はタッチ位置付近で顔検出を行う。タッチ位置付近に顔が検出された場合、
主被写体は人物であると判定されてＳ１２０４に進む。Ｓ１２０４でＡＺ制御部１２２は
、自動追尾の対象である人物の顔情報をメモリ１１８に記憶する。具体的な顔情報として
は、被写体指定時の顔のサイズや顔の検出位置、顔の向きなどがある。また、顔認証機能
を有するカメラにおいては、認証ＩＤなども記憶される。そしてＳ１２０５へ進み、顔位
置に対して被写体追尾枠が表示される。また、前述の被写体指定解除ボタンも表示される
。図１４（Ｂ）に画面例を示す。被写体追尾枠１４１０の表示と、被写体指定を解除でき
ることを示す被写体指定解除ボタン１４１１の表示が行われる。これにより、被写体指定
処理が終了する。
【００６３】
　一方、Ｓ１２０３にてタッチ位置付近に顔が検出されなかった場合、主被写体は人物以
外の物体であると判定され、Ｓ１２０７に進む。Ｓ１２０７でＡＺ制御部１２２は、顔以
外に対してオートズームの対象とすることができないことを示すために、タッチした位置
で被写体追尾枠の点滅を開始させる。Ｓ１２０８では、被写体追尾枠の点滅が所定時間に
亘って行われたか否かについて判断される。所定時間が経過していない場合、Ｓ１２０９
へ進む。Ｓ１２０９でＡＺ制御部１２２は、タッチパネルが押下されたか否かを判定する
。タッチパネルが押下された場合、Ｓ１２０１へ移行する。また、Ｓ１２０８で所定時間
が経過したと判断された場合には、Ｓ１２１０へ進み、被写体追尾枠の点滅を終了する。
図１４（Ｃ）に画面例を示す。ユーザが顔の無い箇所をタッチした際には、点滅状態での
被写体追尾枠１４２０が所定時間表示される。なお、ここでは顔以外は追尾しない例を説
明したが、顔以外の物体についても自動追尾対象としてよい。その場合には、Ｓ１２０７
からＳ１２１０での被写体追尾枠の点滅処理は行わず、代わりに、タッチ位置付近の特徴
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色を自動追尾対象の色情報としてメモリ１１８に記憶される。具体的な色情報としては、
被写体指定時の特徴色とその輝度、色差の値や同一色領域のサイズ、同一色領域の重心位
置等の情報がある。以下の説明では顔情報及び色情報を総称して、被写体情報（被写体サ
イズ、被写体検出位置等を含む）という。
【００６４】
　Ｓ１２１０からＳ１２０５に進み、被写体追尾枠が表示される。Ｓ１２０５でＡＺ制御
部１２２は、被写体検出位置を中心にて、被写体サイズに対応した大きさの被写体追尾枠
（モノ追尾枠または顔追尾枠）を表示部１０９に表示させる制御を行う。その後、被写体
指定処理が終了する。
　このようにシステム制御部１１４にて、被写体検出部１２３は、表示部１０９において
撮影者により指定された位置、または指定された位置の近傍で被写体を検出する。そして
ＡＺ制御部１２２は、被写体追尾枠を表示部１０９に表示させる。図１２の処理例によれ
ば、撮影者が追尾したい被写体を、直感的な方法で簡単に指定可能となる。ただし、被写
体の指定方法はこの方法に限定されない。図１３（Ａ）を参照して別の方法を説明する。
【００６５】
　図１３（Ａ）は、操作部１１７を構成する操作部材として、オートズーム操作スイッチ
とは別のスイッチ（被写体指定用スイッチ）を用いて、ユーザが被写体を指定する場合の
処理例を示すフローチャートである。まずＳ１３００にてＡＺ制御部１２２は、表示部１
０９の画面中央付近に被写体指定の目安となる枠を表示する。撮影者は、この枠を目安と
して追尾したい被写体の画像を画面中央付近に収めるようにカメラの向きを調整する。次
のＳ１３０１でＡＺ制御部１２２は、被写体指定用スイッチが押下されたか否かを判定す
る。被写体指定用スイッチが押下された場合、Ｓ１３０２に進み、当該スイッチが押下さ
れない場合には待ち状態でＳ１３０１の判定処理が繰り返される。
【００６６】
　Ｓ１３０２で被写体検出部１２３は、画面中央付近で顔検出を行う。画面中央付近に顔
が検出した場合、主被写体は人物であると判定され、Ｓ１３０３に進む。一方、画面中央
付近に顔が検出されなかった場合、主被写体は人物以外の物体であると判定され、Ｓ１３
０５に進む。Ｓ１３０３にて被写体検出部１２３は、画面中央付近に顔を検出した場合、
主被写体は人物であると判定し、被写体情報（顔情報）がメモリ１１８に記憶された後、
Ｓ１３０４に進む。一方、Ｓ１３０５で被写体検出部１２３は、主被写体は人物以外であ
ると判定し、被写体情報（色情報）をメモリ１１８に記憶させた後、Ｓ１３０４に進む。
Ｓ１３０４において、被写体追尾枠（モノ追尾枠または顔追尾枠）が表示され、被写体指
定処理は終了となる。
【００６７】
　このように図１３（Ａ）の処理例では、被写体検出部１２３が表示部１０９の画面中央
位置または画面中央位置の近傍で被写体を検出する。そしてＡＺ制御部１２２は、被写体
の位置を示す被写体追尾枠を表示部１０９に表示させる。タッチパネル等の操作部材を搭
載しないカメラにおいても、ユーザは被写体を簡単に指定可能となる。
【００６８】
　図１３（Ｂ）は、操作部１１７を構成するオートズーム操作スイッチが押下された時点
で検出された顔の中から、追尾する被写体を自動的に選択する処理例を示すフローチャー
トである。まずＳ１３０６で被写体検出部１２３は、画面全体で顔検出を行い、人物の顔
が検出されたか否かを判定する。画面全体で一人でも顔が検出された場合、主被写体は人
物であると判定され、Ｓ１３０７に進む。また、画面内にひとつも顔が検出されない場合
にはＳ１３１１に移行する。
【００６９】
　Ｓ１３０７で被写体検出部１２３は、検出した顔の人物が一人の場合、その顔を主顔と
して選択する。被写体検出部１２３は、検出した顔が複数の場合、その顔の中から追尾す
る被写体とする主顔を選択する。主顔選択の判定基準として、例えば、顔検出位置がより
画面中央付近に位置する顔を優先して選択する方法がある。また、同程度の位置に複数の
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顔がある場合、サイズのより大きい顔を主顔として選択する方法がある。また、顔認証機
能を有するカメラの場合には、認証登録されている顔がある場合、その顔を優先して主顔
とする方法がある。
【００７０】
　Ｓ１３０７からＳ１３０８に進み、ＡＺ制御部１２２は、選択された主顔の顔情報をメ
モリ１１８に記憶した後、Ｓ１３０９に進んで顔追尾枠を画面上に表示させる。次のＳ１
３１０において、顔の変更判定が行われる。つまり、複数の顔が検出された場合に自動で
選択された主顔が撮影者の意図する顔であるとは限らない。そのために、撮影者が主顔を
変更することが可能である。このとき、撮影者が操作部１１７のスイッチ（オートズーム
操作スイッチ等）を押下して所望の顔を指定すると、顔追尾枠が検出された顔の中から主
顔として選択されなかった別の顔に主顔を変更する処理が行われる。Ｓ１３１０にて主顔
が変更された場合、再度、Ｓ１３０８に戻って、メモリ１１８に記憶すべき顔情報が更新
される。また、Ｓ１３０９にて顔追尾枠が、新たに選択された主顔のサイズ及び検出位置
に変更される。
【００７１】
　一方、Ｓ１３０６からＳ１３１１に移行した場合、主被写体は人物以外の物体であると
判定され、ＡＺ制御部１２２は、画面中央付近の特徴色を自動追尾対象の色情報として、
メモリ１１８に記憶する制御を行う。次のＳ１３１２ではモノ追尾枠が画面上に表示され
た後、被写体指定処理が終了する。
【００７２】
　このように図１３（Ｂ）の処理例では、システム制御部１１４にて被写体検出部１２３
が表示部１０９の画面全体において顔検出を行う。ＡＺ制御部１２２は、複数の顔が検出
された場合、複数の顔の中から被写体として第１の顔の位置を示す被写体追尾枠を表示部
１０９に表示させる制御を行う。またＡＺ制御部１２２は、被写体として第１の顔が第２
の顔に変更された場合、第２の顔の位置を示す被写体追尾枠を表示部１０９に表示させる
制御を行う。撮影者は、より少ない操作回数で所望の被写体を簡単に指定できる。
【００７３】
　被写体指定処理については、操作部１１７を構成するタッチパネルと被写体指定用スイ
ッチの両方があるカメラの場合には、図１２の方法と図１３（Ａ）の方法との両方を同時
に適用してもよい。また、図８に示すＳ８０７での被写体変更の判定がなされた後では、
図１２または図１３（Ａ）の方法で被写体を指定し、Ｓ８０２の被写体探索処理の後では
、図１３（Ｂ）の方法で被写体を指定することもできる。処理の流れに応じて適用する被
写体指定処理を変更してもよい。被写体指定処理が終了すると、図８のＳ８０４に進み、
追尾する被写体の大きさを基準サイズとして設定する処理が実行される。
【００７４】
　図１５から図２２を参照して、図８に示すＳ８０４の基準サイズ設定処理について説明
する。図１５は被写体が人物である場合の基準サイズの設定処理例を示すフローチャート
である。まずＳ１５００でＡＺ制御部１２２は、メモリ１１８に記憶されている構図設定
が上述した「マニュアル」であるか否かを判定する。構図設定が「マニュアル」である場
合にはＳ１５０１に進み、「マニュアル」以外である場合にはＳ１５０３に進む。
【００７５】
　Ｓ１５０１にてＡＺ制御部１２２は、被写体検出の判定を行う。ＡＺ制御部１２２は、
被写体検出部１２３にて、被写体が人物であるときには顔が検出されるか否か、また被写
体が物体であるときには同一の特徴色が検出されるか否かを判定する。被写体が検出され
るまでＳ１５０１の判定処理が繰り返され、被写体が検出された場合にＳ１５０２に進む
。Ｓ１５０２でＡＺ制御部１２２は、検出された被写体像の大きさを基準サイズとして設
定し、メモリ１１８に記憶して処理を終了する。これによって、構図設定が「マニュアル
」である場合には、基準サイズ設定処理を開始したときに最初に検出した被写体像の大き
さ（検出サイズ）が、基準サイズとしてメモリ１１８に記憶される。
【００７６】
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　一方、Ｓ１５０３でＡＺ制御部１２２は、姿勢検出部１２４によって判定したカメラの
姿勢情報に基づいて画面サイズを算出する。この画面サイズは、後述のＳ１５１４、Ｓ２
００４、Ｓ２００５、Ｓ２１０６、Ｓ２１０７にて基準サイズの算出に用いる。図１６を
参照して、画面サイズの算出処理について説明する。本実施形態では、静止画の画面サイ
ズを長辺×短辺＝６４０×４８０とし、動画の画面サイズを長辺×短辺＝６４０×３６０
とした場合を例示するが、画面サイズはこれに限定されるものではない。
【００７７】
　Ｓ１６００では、撮影者がカメラを正位置に構えているか、または縦位置に構えている
かについて、姿勢検出部１２４により判定される。撮影者がカメラを正位置に構えている
場合（Ｓ１６００でｙｅｓ）、Ｓ１６０１に進む。ここで画面の短辺方向に対して顔が占
める比率が基準サイズとして算出される。Ｓ１６０１では静止画撮影を行うか否かが判定
され、次のＳ１６０２で動画撮影を行うか否かが判定される。静止画のみを撮影する場合
（Ｓ１６０１でｙｅｓ、Ｓ１６０２でｎｏ）、Ｓ１６０４に進み、静止画の画面の短辺サ
イズである４８０が画面サイズとして設定される。また、動画のみを撮影する場合（Ｓ１
６０１でｎｏ）には、Ｓ１６０３に進み、動画の画面の短辺サイズである３６０が画面サ
イズとして設定される。さらに、静止画と動画とを同時に撮影するモードの場合（Ｓ１６
０１、Ｓ１６０２ともにｙｅｓ）、Ｓ１６０３に進む。この場合、動画の画面の短辺サイ
ズと静止画の画面の短辺サイズとが比較され、より小さいサイズである３６０が画面サイ
ズとして設定される。これは、小さい画面サイズに合わせてオートズームを行うことで、
静止画と動画のいずれの画角でも被写体が画面からフレームアウトすることを防止するた
めである。
【００７８】
　一方、撮影者がカメラを縦位置に構えている場合（Ｓ１６００でｎｏ）、Ｓ１６０５に
進む。この場合、画面の長辺サイズである６４０が画面サイズとして設定される。
　以上に説明した方法は、立位姿勢の人物を前提として、カメラの姿勢に基づいて基準サ
イズの算出に用いる画面サイズを決定する方法である。被写体検出部１２３で顔の方向が
判定できる場合、画面上での顔の上下方向に基づいて基準サイズの算出に用いる画面サイ
ズの方向を決定してもよい。また、本実施形態では静止画の画面サイズが４：３であって
（図１８（Ａ）及び（Ｂ）参照）、動画の画面サイズが１６：９である例（図１８（Ｃ）
参照）を示すが、アスペクト比の設定に応じて画面サイズを変更してもよい。それによっ
てアスペクト比に依らず、画面に対して人物の画像が占める割合を一定とすることが可能
である。
【００７９】
　図１５のＳ１５０３にて画面サイズが決定されると、Ｓ１５０４に処理を進める。メモ
リ１１８に記憶されている構図設定が「顔」、「上半身」、「全身」のいずれかである場
合、Ｓ１５０４からＳ１５０９にてＡＺ制御部１２２は、構図設定に応じて画面に占める
顔画像のサイズの比率（顔比率という）を決定する。本実施形態の顔比率は、画面に対す
る顔追尾枠の垂直方向における長さの比率を示すが、水平方向における長さの比率や、面
積比などで示してもよい。具体的には例えば、Ｓ１５０４で構図設定が「顔」であるか否
かが判定され、「顔」の構図の場合（Ｓ１５０４でｙｅｓ）、顔比率が２７％に決定され
る（Ｓ１５０７）。また、構図設定が「顔」でない場合にはＳ１５０５に進み、構図設定
が「上半身」であるか否かが判定され、「上半身」の構図の場合（Ｓ１５０５でｙｅｓ）
、顔比率が１６％に決定される（Ｓ１５０８）。構図設定が「上半身」でない場合にはＳ
１５０６に進み、構図設定が「全身」であるか否かが判定され、「全身」の構図の場合（
Ｓ１５０６でｙｅｓ）、顔比率が７％と決定される（Ｓ１５０９）。Ｓ１５０４からＳ１
５０９の各ステップにより顔比率が決定された後、Ｓ１５１０に進む。
【００８０】
　Ｓ１５１０でＡＺ制御部１２２は、Ｓ１５０４からＳ１５０９で決定した顔比率と、Ｓ
画面サイズとを乗算することで基準サイズを算出する。さらに、算出した基準サイズをメ
モリ１１８に記憶する処理が実行された後、基準サイズ設定の処理を終了する。これによ
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って、構図設定が「顔」、「上半身」、「全身」のいずれかである場合、画面サイズに対
して構図設定に応じた所定の顔比率となるサイズが基準サイズとして設定される。
【００８１】
　Ｓ１５０６にて構図設定が「全身」でない場合、すなわち、構図設定が「オート」であ
ると判定された場合には、Ｓ１５１１に進み、ＡＺ制御部１２２は、撮影状態や被写体の
数、被写体の動き等に応じて適切な構図を自動で判定する。図１７を参照して、Ｓ１５１
１の構図設定「オート」での自動構図判定及び構図選択処理について説明する。構図設定
「オート」は、撮影シーンを判別して適切な構図をカメラが自動で選択する（自動構図選
択）ことによって、構図合わせをさらに簡単に行えるモードである。
【００８２】
　図１７は、本実施形態にて自動で選択される構図の遷移図を示す。本実施形態において
は、上半身１７００、全身１７０１、顔１７０２、複数人１７０３、マニュアル１７０４
という５つの構図の中から、撮影シーンに応じて適切な構図を選択する構図選択処理が行
われる。構図合わせの操作において、静止画撮影時には、撮影前に瞬時に被写体像を適切
な大きさとする必要がある。一方、動画撮影時には、動いている被写体を追い続けたり、
静止した被写体に寄ったりする等、撮影している間は常に被写体像を適切な大きさとする
必要がある。また、動画撮影時には構図の変更によるズームイン動作時やズームアウト動
作時の画像データも記録されるため、適切なタイミングで構図を変更することで効果的な
映像を撮影できる。このように、静止画と動画とではそれぞれに適切な構図が異なる。ま
た、ユーザが複数人の被写体から一人の被写体を指定した際、そのユーザは指定した被写
体を主被写体として撮影したい意図であると判断され、主被写体の画像が適切な大きさに
変更される。このように、被写体指定の有無によっても適切な構図は異なる。そのため、
本実施形態では、静止画フレーミング中１７０５と動画記録中１７０６との撮影状態、及
び被写体指定有り１７０７（第１の動作状態）、被写体指定無し１７０８（第２の動作状
態）によって選択する構図を変更する。本実施形態では、静止画フレーミング中１７０５
には、選択候補である上半身１７００、全身１７０１、複数人１７０３から構図が選択さ
れる。動画記録中１７０６には、選択候補である上半身１７００、全身１７０１、顔１７
０２から構図が選択される。また被写体指定有り１７０７の場合には、選択候補である上
半身１７００、全身１７０１、顔１７０２から構図が選択される。被写体指定無し１７０
８の場合には複数人１７０３の構図が選択される。
【００８３】
　ここで、撮影シーンの判定条件と、各構図の遷移について説明する。構図設定「オート
」の自動構図判定処理Ｓ１５１１が開始すると、初期状態の構図として上半身１７００が
設定される。上半身１７００の構図は、静止画フレーミング中１７０５もしくは動画記録
中１７０６に、静止している一人の被写体を撮影するシーンであると判定された場合、ま
たは被写体指定有り１７０７の場合に選択される構図である。このようなシーンでは、被
写体の上半身を画面内に収める構図とすることで適度に被写体に寄った構図とすることが
できる。
【００８４】
　上半身１７００の構図で、撮影対象の被写体の動きを検出した場合、または、カメラか
ら被写体までの距離が所定距離Ｄ１（第１閾値）よりも大きいと判定された場合には、構
図が全身１７０１に変更される。全身１７０１の構図は、以下の場合に選択される構図で
ある。
・静止画フレーミング中１７０５もしくは動画記録中１７０６に、動いている被写体や遠
くの被写体、すなわち、被写体が画面からフレームアウトしやすい被写体を撮影するシー
ンであると判定された場合、または、
・被写体指定有り１７０７の場合。
　このようなシーンでは、被写体の全身を収める構図で被写体を追うことによって、でき
るだけ画面から被写体がフレームアウトしないように設定される。さらに、全身１７０１
の構図で、撮影対象の被写体が所定時間以上に静止したことが検出され、かつ、カメラか
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ら被写体までの距離が所定距離Ｄ２（第２閾値）よりも小さいと判定された場合には、構
図を上半身１７００に戻す処理が実行される。所定時間とは予め設定される判定用の基準
時間である。
【００８５】
　以下、被写体の動きや静止の判定方法について説明する。被写体検出部１２３が検出し
た被写体の位置やサイズの変化量、または、被写体を検出している状態で揺れ検出部１２
５が検出した揺れ量のうち、少なくとも一つが所定量よりも大きい場合には、撮影対象の
被写体が動いていると判定される。被写体検出部１２３が検出した被写体の位置やサイズ
の変化量、及び、被写体を検出している状態で揺れ検出部１２５が検出した揺れ量の全て
が所定量よりも小さい状態が所定時間以上続いた場合に撮影対象の被写体が静止している
と判定される。検出状態の継続時間については、計時用タイマで計測されるものとする。
【００８６】
　さらに、カメラから被写体までの距離の算出方法について説明する。まず、基準とする
焦点距離と、被写体サイズに対する被写体距離を予め計測しておき、メモリ１１８に計測
データが記憶される。メモリ１１８に記憶された基準値に対して、「被写体距離＝（基準
被写体距離×焦点距離×基準被写体サイズ）／（基準焦点距離×検出サイズ）」という演
算を行うことで被写体距離が算出される。例えば、基準値が基準被写体距離２ｍ、基準焦
点距離２４ｍｍ、基準被写体サイズ２０ｐｉｘ（ピクセル）である場合に、焦点距離１２
０ｍｍで検出サイズ４０ｐｉｘの被写体像を検出した場合を想定する。この場合、被写体
距離は、（２ｍ×１２０ｍｍ×２０ｐｉｘ）／（２４ｍｍ×４０ｐｉｘ）＝５ｍと算定さ
れる。
【００８７】
　次に画面内に複数人の被写体を検出した場合の構図について説明する。静止画フレーミ
ング中１７０５の上半身１７００または全身１７０１の構図で、画面内に複数人の被写体
を検出した場合、または被写体指定有りの状態から、指定が解除された場合には、複数人
１７０３の構図に変更される。また、このときに検出した被写体の数がメモリ１１８に記
憶される。複数人１７０３の構図は、静止画フレーミング中１７０５に、複数の全ての被
写体を所定の画角に収める集合写真の撮影シーンであると判定された場合、または被写体
指定無しの場合に選択される構図である。複数人１７０３の構図の状態では、検出された
被写体の数が変化したか否かの判定処理が行われる。検出された被写体の数が増加した場
合には、新しい被写体が画面内に入って来たことで、即座にメモリ１１８に記憶した被写
体の数が更新されて、構図の変更が行われる。一方、検出された被写体の数が減少した場
合には、例えば、いずれかの被写体が横を向いたときのように、一時的に検出できない状
態となる可能性がある。そのため、即座に構図を変更したのでは、検出できなくなった被
写体がフレームアウトしてしまう可能性がある。そこで、被写体の数が減少した場合には
、その状態が所定時間以上に亘って継続したか否かが判定される。当該状態が所定時間以
上継続した場合、メモリ１１８に記憶される被写体の数が更新され、構図が変更される。
さらに、被写体が一人になった場合には構図を上半身１７００に戻す処理が実行される。
【００８８】
　動画記録中１７０６には、全ての被写体を画角に収める構図にすると、撮影対象以外の
被写体が動き回っている場合に、その被写体に反応してズームの誤作動が発生することが
懸念される。そこで、動画記録中１７０６に複数人の被写体が検出された場合でも、主被
写体のみを撮影対象として、構図を上半身１７００または全身１７０１のままに維持する
処理が行われる。動画記録中１７０６での上半身１７００の構図で、画面の中心付近にて
顔が所定時間以上に亘って検出された場合には、構図を顔１７０２に変更する処理が行わ
れる。顔１７０２の構図は、動画記録中１７０６に、撮影者が被写体の顔に注目している
シーンであると判定された場合に選択される構図である。このようなシーンでは、上半身
よりもさらに顔に寄った構図とすることで、注目する被写体の顔をより大きなサイズで撮
影できる。また、この構図変更によるズームイン動作中に、ズーム速度を通常の速度より
も、著しく低速もしくは高速に変更することで、さらに効果的な映像を撮影できる。さら
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に、顔１７０２の構図で、画面の周辺付近にて顔が所定時間以上に亘って検出された場合
、または、撮影者がフレーミングを変更したと判定された場合には、構図を上半身１７０
０に戻す処理が行われる。本実施形態では、画面の周辺領域を画像の特定領域として例示
し、被写体検出部１２３の検出した被写体の顔画像の位置が周辺領域である状態の継続時
間を計時用タイマが計測する。また、フレーミング変更の判定方法としては、被写体検出
部１２３が被写体を検出していない状態であって、かつ揺れ検出部１２５の検出した揺れ
量が所定量よりも大きい場合に、撮影者がフレーミングを変更したと判定される。
【００８９】
　静止画フレーミング中１７０５に撮影者は、人物の顔の向きや表情が所望の状態となる
まで同じ構図でシャッタチャンスを待ち続ける場合がある。この場合、顔に寄った構図と
すると撮影者の意図とは違う構図となる可能性がある。したがって、静止画フレーミング
中１７０５の上半身１７００の構図で、画面の中心付近にて顔が所定時間以上検出された
としても、上半身１７００の構図を維持する処理が実行される。
【００９０】
　次に、動画記録の開始／終了によって撮影状態を変更する場合の構図について説明する
。上半身１７００及び全身１７０１の各構図は、静止画フレーミング中１７０５や動画記
録中１７０６のいずれの場合でも選択可能な構図である。したがって、それらの構図では
撮影状態を変更しても元の構図が維持される。一方、複数人１７０３や顔１７０２の構図
は、静止画フレーミング中１７０５や動画記録中１７０６のいずれかの場合にのみ選択さ
れる構図である。そこで、静止画フレーミング中１７０５に複数人１７０３の構図で動画
記録が開始された場合や、動画記録中１７０６に顔１７０２の構図で動画記録が終了され
た場合に、共通の構図である上半身１７００に変更することが考えられる。しかしながら
、この場合、動画記録の開始や終了と共にズーム動作が開始することで、動画の始めにズ
ーム動作による画像が記録されたり、静止画のフレーミングで撮影者が煩わしく感じたり
することが懸念される。そこで、そのような状態で撮影状態が変更された場合には、構図
を一時的にマニュアル１７０４に変更する処理が実行される。マニュアル１７０４の構図
は、構図変更後に最初に検出した主被写体像の大きさを基準サイズとする構図である。し
たがって、撮影状態を変更しただけで直ちにズーム動作が開始することがなく、撮影者に
違和感を与えない。また、被写体が動き出した場合であっても、被写体像の大きさを維持
することができる。さらに、マニュアル１７０４の構図で所定時間が経過した場合、構図
を上半身１７００に戻す処理が実行される。
【００９１】
　以上のように図１５のＳ１５１１では、構図設定が「オート」である場合に、撮影状態
や被写体の数、被写体の動き等に応じて適切な構図が自動で判定される。判定後の構図を
示すデータはメモリ１１８に記憶され、Ｓ１５１２に進む。
【００９２】
　Ｓ１５１２では、Ｓ１５１１にて判定された構図が直前の構図に対して変更されたか（
図１７で選択された構図が遷移したか、または、複数人１７０３の状態で被写体数が変化
した）否かが判定される。構図が変更されていない場合には、基準サイズを更新すること
なく、基準サイズの設定処理を終了する。構図が変更されている場合には、Ｓ１５１３に
進み、選択された構図がマニュアル１７０４であるか否かについて判定される。選択され
た構図がマニュアル１７０４である場合には、Ｓ１５０１に進み、最初に検出された被写
体の大きさが、基準サイズとしてメモリ１１８に記憶される。Ｓ１５１３にて、選択され
た構図がマニュアル１７０４でない場合には、Ｓ１５１４に進み、構図設定「オート」に
おける基準サイズを算出する処理が実行される。
【００９３】
　以下、図１８から図２２を参照して、構図設定「オート」における基準サイズの算出処
理について説明する。構図設定が「顔」、「上半身」、「全身」のいずれかである場合に
は、図１５のＳ１５１０において画面サイズに対して顔が一定の比率となるように、基準
サイズが算出される。つまり画面上の被写体像の位置によらずに同じ基準サイズが算出さ
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れる。そのため、被写体が画面の周辺にいる場合に被写体像が大きくなる（ズームインす
る）ように構図を変更すると、被写体がフレームアウトしてしまう可能性がある。この方
法で基準サイズを算出する場合には、撮影者が被写体を画面の中央付近にフレーミングし
ている必要がある。したがって、被写体を画面中央からずらして背景と一緒に撮影する場
合等には適していない。また、被写体が複数である場合には別の方法で基準サイズを算出
する必要がある。そこで、構図設定が「オート」の場合には、図１５のＳ１５１１で判定
された構図に基づいて被写体像の大きさを決定するとともに、検出された被写体の位置に
よらず被写体が画面内に収まるように基準サイズを算出する処理が行われる。
【００９４】
　図１８は、複数の被写体のうちで最も画面周辺にいる被写体の位置と、画面サイズとの
関係を示す図である。図１８（Ａ）及び（Ｂ）は静止画撮影の画面例を示し、図１８（Ｃ
）は動画撮影の画面例を示しており、複数人の被写体を例示する。また、図１９は構図設
定「オート」における基準サイズの算出処理の全体を示すフローチャートである。
　まず図１９のＳ１９００にて、水平方向の被写体位置比率Ｒｈを算出する処理が実行さ
れる。水平方向の被写体位置比率Ｒｈとは、水平方向の画面サイズに対する所定の割合に
対して、画面中央から最も周辺にいる被写体の肩部付近の水平位置（以下、肩位置といい
、Ｘｓｍａｘと記す）までの距離×２が占める割合である。所定の割合とは、例えば、水
平方向の画面サイズの８０％または９０％であり、後述する図２０のＳ２００３での水平
方向の並び人数に応じて変更される。図１８（Ａ）では被写体１８００ａ，１８０１ａ，
１８０２ａのうち、水平方向にて画面中央から最も周辺にいる被写体は被写体１８００ａ
である。図２０のフローチャートを参照して、水平方向の被写体位置比率Ｒｈの算出処理
について説明する。
【００９５】
　Ｓ２０００では、被写体の顔追尾枠の中心位置やサイズに基づき、被写体の肩位置（Ｘ
ｓと記す）が算定される。画面中央を原点（０，０）とし、顔追尾枠の中心位置を（Ｘｃ
，Ｙｃ）とし、顔追尾枠のサイズをＳとする。顔追尾枠の中心位置から肩位置までの距離
に占める顔追尾枠の個数をＮｓとして、「Ｘｓ＝｜Ｘｃ｜＋Ｓ×Ｎｓ」により、画面周辺
側の肩位置Ｘｓを算出できる。図２２にＮｓの設定例を示す。Ｎｓの値は、図１５のＳ１
５１１で判定された構図にしたがって変更される。例えば、顔１７０２の構図の場合、Ｎ
ｓ＝１（この場合は肩位置ではなく耳付近の水平位置）が設定される。それ以外（「上半
身」、「全身」、「複数人」）の場合、Ｎｓ＝２が設定される。
【００９６】
　被写体の肩位置Ｘｓの算出後、Ｓ２００１に進む。Ｓ２００１では、メモリ１１８に肩
位置の最大値Ｘｓｍａｘが記憶されていない場合に、Ｓ２０００で算出した肩位置Ｘｓが
最大肩位置Ｘｓｍａｘとして記憶される。またメモリ１１８に最大肩位置Ｘｓｍａｘが記
憶されている場合には、Ｓ２０００で算出した肩位置Ｘｓと最大肩位置Ｘｓｍａｘとが比
較される。肩位置Ｘｓが最大肩位置Ｘｓｍａｘよりも大きい場合には、メモリ１１８の最
大肩位置Ｘｓｍａｘを肩位置Ｘｓで更新する処理が実行される。最大肩位置Ｘｓｍａｘの
更新処理の後、Ｓ２００２に進む。Ｓ２００２では、全ての被写体に対して肩位置Ｘｓを
算出して最大肩位置Ｘｓｍａｘを更新する処理が終了したか否かについて判定される。肩
位置Ｘｓの算出及び最大肩位置Ｘｓｍａｘの更新が終了していない場合、Ｓ２０００に戻
る。全ての被写体に対して最大肩位置Ｘｓｍａｘの判定が終了し、最大肩位置Ｘｓｍａｘ
の更新が終了した場合には、Ｓ２００３に進む。
【００９７】
　Ｓ２００３では、水平方向に被写体が並んでいる人数（水平方向の並び人数）の判定処
理が行われる。これは、集合写真のように被写体が多い場合には、画面一杯に被写体が入
る構図とし、被写体が少ない場合には、画面周辺に余白を残した構図とすることを目的と
する。また、水平方向の並び人数のカウント方法としては、垂直方向（画面上下方向）に
顔追尾枠が重なっている場合には、重なっている被写体を合わせて一人として計数される
。例えば、画面内に四人の被写体が検出され、そのうちの二人の顔追尾枠が画面上下に重



(22) JP 6436761 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

なっている場合には三人として計数される。Ｓ２００３にて水平方向の並び人数が閾値（
例えば二人）と比較される。水平方向の並び人数が二人以下と判定された場合にはＳ２０
０４に進み、三人以上と判定された場合にはＳ２００５に進む。Ｓ２００４及びＳ２００
５では、水平方向の被写体位置比率Ｒｈがそれぞれ算出される。Ｓ２００４での水平方向
被写体位置比率Ｒｈは、水平画面サイズの８０％に対する最大肩位置Ｘｓｍａｘ×２の比
率として算出される。またＳ２００５での水平方向被写体位置比率Ｒｈは、水平画面サイ
ズの９０％に対する最大肩位置Ｘｓｍａｘ×２の比率として算出される。Ｓ２００４また
はＳ２００５の後、被写体位置比率Ｒｈの算出処理を終了する。
【００９８】
　次に図１９のＳ１９０１にて、垂直方向の被写体位置比率Ｒｖを算出する処理が実行さ
れる。垂直方向の被写体位置比率Ｒｖとは、垂直方向の画面サイズの所定の割合に対して
、画面中央から最も周辺の被写体の頭部の垂直位置（以下、頭位置という）、または身体
部の垂直位置（以下、身体位置という）までの距離×２が占める割合である。所定の割合
は、例えば、垂直方向の画面サイズの９０％である。以下では、画面中央から最も周辺の
被写体の頭位置をＹｈｍａｘと記し、画面中央から最も周辺の被写体の身体位置をＹｂｍ
ｉｘと記すことにする。図１８（Ｂ）では被写体１８００ｂ，１８０１ｂ，１８０２ｂの
うち、垂直方向にて画面中央から最も周辺に頭部がある被写体は被写体１８００ｂであり
、また画面中央から最も周辺の身体位置の被写体は被写体１８０１ｂである。図２１のフ
ローチャートを参照して、垂直方向の被写体位置比率Ｒｖの算出処理について説明する。
【００９９】
　図２１のＳ２１００では、被写体の顔追尾枠の中心位置やサイズに基づいて、被写体の
頭位置（Ｙｈと記す）が算出される。「Ｙｈ＝Ｙｃ＋Ｓ×Ｎｈ」により頭位置Ｙｈを算出
できる。Ｎｈは、顔追尾枠の中心位置から頭位置までの距離に占める顔追尾枠の個数であ
る。図２２にＮｈの設定例を示す。Ｎｈの値については、図１５のＳ１５１１で判定され
た構図によらず、Ｎｈ＝１．５で設定される。被写体の頭位置Ｙｈの算出後にＳ２１０１
に進む。
【０１００】
　Ｓ２１０１では、メモリ１１８に頭位置の最大値Ｙｈｍａｘが記憶されていない場合に
、Ｓ２１００で算出された頭位置Ｙｈを最大頭位置Ｙｈｍａｘとして記憶する処理が実行
される。またメモリ１１８に最大頭位置Ｙｈｍａｘが記憶されている場合には、Ｓ２１０
０で算出された頭位置Ｙｈと最大頭位置Ｙｈｍａｘとが比較される。頭位置Ｙｈが最大頭
位置Ｙｈｍａｘよりも大きい場合には、メモリ１１８の最大頭位置Ｙｈｍａｘを頭位置Ｙ
ｈで更新する処理が行われる。更新処理後にＳ２１０２へ進む。
【０１０１】
　次のＳ２１０２では、被写体の顔追尾枠の中心位置やサイズに基づいて、被写体の身体
位置（Ｙｂと記す）が算出される。「Ｙｂ＝Ｙｃ－Ｓ×Ｎｂ」により身体位置Ｙｂを算出
できる。Ｎｂは、顔追尾枠の中心位置から身体位置までの距離に占める顔追尾枠の個数で
ある。図２２にＮｂの設定例を示す。Ｎｂの値については、図１５のＳ１５１１で判定さ
れた構図に応じて変更される。例えば、顔１７０２の構図の場合にはＮｂ＝１．５が設定
される。上半身１７００の構図の場合にはＮｂ＝５、全身１７０１の構図の場合にはＮｂ
＝１０、複数人１７０３の構図の場合にはＮｂ＝３．５がそれぞれ設定される。この設定
は、各構図にて画面中央で、顔１７０２では胸、上半身１７００では腰下、全身１７０１
では足、複数人１７０３では腰上付近の位置となる設定である。被写体の身体位置Ｙｂの
算出後、Ｓ２１０３に進む。
【０１０２】
　Ｓ２１０３では、メモリ１１８に身体位置の最小値Ｙｂｍｉｎが記憶されていない場合
に、Ｓ２１０２で算出された身体位置Ｙｂを最小身体位置Ｙｂｍｉｎとして記憶する処理
が実行される。またメモリ１１８に最小身体位置Ｙｂｍｉｎが記憶されている場合には、
Ｓ２１０２で算出された身体位置Ｙｂと最小身体位置Ｙｂｍｉｎとが比較される。身体位
置Ｙｂが最小身体位置Ｙｂｍｉｎよりも小さい場合には、メモリ１１８の最小身体位置Ｙ
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ｂｍｉｎを身体位置Ｙｂで更新する処理が行われる。更新処理後にＳ２１０４へ進む。
【０１０３】
　Ｓ２１０４では、全ての被写体に対して頭位置Ｙｈ及び身体位置Ｙｂが算出されて、最
大頭位置Ｙｈｍａｘ及び最小身体位置Ｙｂｍｉｎを更新する処理が終了したか否かについ
て判定される。最大頭位置Ｙｈｍａｘ及び最小身体位置Ｙｂｍｉｎの更新が終了していな
い場合には、Ｓ２１００に戻る。全ての被写体に対して最大頭位置Ｙｈｍａｘ及び最小身
体位置Ｙｂｍｉｎの判定が終了し、最大頭位置Ｙｈｍａｘ及び最小身体位置Ｙｂｍｉｎの
更新が終了した場合には、Ｓ２１０５に進む。Ｓ２１０５では最大頭位置Ｙｈｍａｘの絶
対値と、最小身体位置Ｙｂｍｉｎの絶対値とが比較され、どちらがより画面周辺に位置す
るかを判定する処理が行われる。最大頭位置Ｙｈｍａｘの方がより画面周辺に位置すると
判定された場合には、Ｓ２１０６に進む。また、最小身体位置Ｙｂｍｉｎの方がより画面
周辺に位置すると判定された場合には、Ｓ２１０７に進む。Ｓ２１０６及びＳ２１０７で
は、垂直方向の被写体位置比率Ｒｖがそれぞれ算出される。Ｓ２１０６での垂直方向被写
体位置比率Ｒｖは、垂直画面サイズの９０％に対する最大頭位置Ｙｈｍａｘの絶対値×２
の比率として算出される。またＳ２１０７での垂直方向被写体位置比率Ｒｖは、垂直画面
サイズの９０％に対する最小身体位置Ｙｂｍｉｎの絶対値×２の比率として算出される。
Ｓ２１０６またはＳ２１０７の後、垂直方向被写体位置比率Ｒｖの算出処理を終了する。
【０１０４】
　続いて図１９のＳ１９０２にて、水平方向の被写体位置比率Ｒｈと、垂直方向の被写体
位置比率Ｒｖとが比較される。これによって、各方向の画面サイズの所定比率に対して、
画面中央から被写体の各位置までの距離の比率のうちで、最も比率が大きい位置、すなわ
ち、最も画面周辺となる位置を判定することができる。各位置とは、最大肩位置Ｘｓｍａ
ｘ、最大頭位置Ｙｈｍａｘ、最小身体位置Ｙｂｍｉｎである。水平方向被写体位置比率Ｒ
ｈが垂直方向の被写体位置比率Ｒｖより大きいと判定された場合には、Ｓ１９０３に進み
、水平方向被写体位置比率Ｒｈが垂直方向の被写体位置比率Ｒｖ以下であると判定された
場合には、Ｓ１９０４に進む。Ｓ１９０３及びＳ１９０４では、主被写体の検出サイズと
、Ｓ１９０２で判定した最も画面周辺となる被写体位置の比率に基づいて、基準サイズを
算出する処理が実行される。基準サイズは、Ｓ１９０３にて「検出サイズ／水平方向被写
体位置比率Ｒｈ」により算出され、Ｓ１９０４にて「検出サイズ／垂直方向被写体位置比
率Ｒｖ」により算出される。すなわち、Ｓ１９０３では、主被写体像がそのサイズに「１
／水平方向被写体位置比率Ｒｈ」を乗算した基準サイズとなるようにズーム動作が実行さ
れる。Ｓ１９０４では、主被写体像がそのサイズに「１／垂直方向被写体位置比率Ｒｖ」
を乗算した基準サイズとなるようにズーム動作が実行される。こうすることで、画面内の
被写体をフレームアウトさせることなく、図１５のＳ１５１１で判定された構図に基づく
画角に設定できる。
【０１０５】
　図１５のＳ１５１４では、構図設定が「オート」の場合、Ｓ１５１１で判定された構図
に基づいて水平方向及び垂直方向で最も画面周辺となる被写体位置が判定され、その位置
が画面に収まるように基準サイズが算出される。これによって、被写体像が画面内のどの
位置であったとしても、フレームアウトすることなく被写体を適切な画角に収めることが
できる。また、被写体の数が単数である場合でも複数である場合でも、同じ処理によって
基準サイズが算出可能となる。なお、本実施形態では被写体が人物である場合の構図判定
や基準サイズ算出を例示したが、被写体が物体である場合にも適用できる。ただし、この
場合には、選択される構図は「顔」、「上半身」、「全身」、「複数人」の代わりに、「
大」、「中」、「小」、「複数」とする。それらに応じて被写体位置を算定する場合のモ
ノ追尾枠の個数（人物の場合のＮｓ，Ｎｈ，Ｎｂに相当）を設定してもよい。
【０１０６】
　図１５に示す基準サイズ設定処理が終了すると、図８のＳ８０５に処理を進める。Ｓ８
０５でＡＺ制御部１２２は、被写体検出部１２３により検出された被写体情報やメモリ１
１８に記憶された基準サイズに基づいてオートズーム制御を行う。オートズーム制御につ
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いては、図２３を用いて後述する。オートズーム制御の終了後、Ｓ８０６に進み、ＡＺ制
御部１２２は、撮影者による被写体探索指示を判定する。つまり、撮影者が操作部１１７
の被写体探索ボタンを押下したか否かについて判定される。被写体探索ボタンが押下され
た場合には、Ｓ８０２に戻り、被写体探索処理が実行される。また、被写体探索ボタンが
押下されていない場合には、Ｓ８０７に進む。Ｓ８０７では、操作部１１７のタッチパネ
ルや被写体指定用スイッチ等の操作によって、オートズームの対象とする被写体が変更さ
れたか否かについて判定される。被写体が変更された場合には、Ｓ８０３に戻って被写体
指定処理が実行される。また、被写体が変更されていない場合には、Ｓ８０８に進む。
【０１０７】
　Ｓ８０８では、撮影画面から操作部１１７の左右ボタンの操作によって構図設定が変更
されたか否かについて判定される。構図設定が変更された場合には、メモリ１１８に記憶
されている構図設定のデータが更新された後、Ｓ８０４に戻って基準サイズ設定処理が実
行される。また、構図設定が変更されていない場合には、Ｓ８０９に進む。Ｓ８０９では
、操作部１１７のオートズーム操作スイッチが押下されたか否かについて判定される。オ
ートズーム操作スイッチが押下されたと判定された場合、オートズーム機能を終了する。
また、オートズーム操作スイッチが押下されていないと判定された場合、Ｓ８１０に進む
。Ｓ８１０は、メモリ１１８に記憶されている構図設定が「オート」であるか否かの判定
処理である。構図設定が「オート」である場合には、Ｓ８０４に戻って自動構図判定を含
む基準サイズの設定処理が実行される。また、構図設定が「オート」以外である場合には
、Ｓ８０５に戻ってオートズーム制御が継続する。
【０１０８】
　次に図２３のフローチャートを参照して、Ｓ８０５のオートズーム制御の処理について
説明する。まず、Ｓ２３００にてＡＺ制御部１２２は、被写体検出部１２３により被写体
が検出されたか否かを判定する。Ｓ２３００で被写体が検出されなかった場合にはオート
ズーム制御を終了する。Ｓ２３００で被写体が検出された場合にはＳ２３０１へ進む。Ｓ
２３０１からＳ２３０３の各ステップに示す判定は、フレームアウト防止制御のためのオ
ートズームの開始判定処理である。すなわち、この処理は、図４及び図５で説明したよう
に、被写体が画面の外にフレームアウトすることを防止するために行われる。Ｓ２３０１
でＡＺ制御部１２２は、追尾対象とする被写体に係る被写体追尾枠が、ＺＯ領域に進入し
たか否かを判定する。このＺＯ領域は、図４（Ａ）、図５（Ａ）～（Ｃ）で説明したＺＯ
領域に相当する。Ｓ２３０１にて被写体追尾枠がＺＯ領域に進入した場合、すなわち、被
写体がフレームアウトする可能性が高い場合、Ｓ２３０４に進み、ズームアウト動作を開
始する。ここでのズームアウト動作は、フレームアウト防止制御用のズームアウト動作に
相当する。ズームアウト動作の後、オートズーム制御を終了する。
【０１０９】
　一方、Ｓ２３０１にて被写体追尾枠がＺＯ領域に進入していない場合、すなわち、画面
中央付近でカメラが被写体を捉えている場合、Ｓ２３０２に進む。Ｓ２３０２では、直前
のズーム動作がＳ２３０１でＺＯ領域に進入したことによるズームアウト動作であるか否
か、すなわち、フレームアウト防止制御用のズームアウト動作であるか否かが判定される
。Ｓ２３０２でフレームアウト防止制御用のズームアウト動作後であると判定された場合
、Ｓ２３０３に進む。また、Ｓ２３０２でフレームアウト防止制御用のズームアウト動作
後でないと判定された場合、Ｓ２３０６に進む。
【０１１０】
　Ｓ２３０３にてＡＺ制御部１２２は、追尾対象とする被写体に係る被写体追尾枠がＺＩ
領域の内部に収まっているか否か（包含されているか否か）を判定する。ここでのＺＩ領
域は、図４（Ｂ）、図５（Ａ）～（Ｃ）で説明したＺＩ領域に相当する。Ｓ２３０３にて
被写体追尾枠がＺＩ領域に収まっていないと判定された場合、オートズーム制御処理を終
了する。一方、被写体追尾枠がＺＩ領域に収まっていると判定された場合、Ｓ２３０５に
進む。すなわち、画面中央付近であって、かつズーム戻り位置の画角内の被写体サイズと
なるようにカメラが被写体を捉えている場合、Ｓ２３０５でズームイン動作を開始する。
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ここでのズームイン動作は、フレームアウト防止制御用のズームイン動作に相当する。ズ
ームイン動作の後、オートズーム制御を終了する。
【０１１１】
　本実施形態では、オートズームにおけるフレームアウト防止制御とサイズ保持制御を両
立させるために、まずフレームアウト防止制御により被写体を画面中央付近に捉えたうえ
で、サイズ保持制御を実行できるようにする。そのため、フレームアウト防止制御用のズ
ームアウト動作後の状態では、以降で説明する被写体サイズを一定に維持する（サイズ保
持制御の）オートズーム処理（以下のＳ２３０６～Ｓ２３１０）を行わないようにしてい
る。換言すると、フレームアウト防止制御が行われた場合には、フレームアウト防止制御
用のズームイン動作が完了するまでサイズ保持制御の実行が制限される。
【０１１２】
　次に、Ｓ２３０６～Ｓ２３１０の各処理を説明する。Ｓ２３０２でフレームアウト防止
制御用のズームアウト動作後でないと判断された場合、Ｓ２３０６に進み、ＡＺ制御部１
２２は、被写体の検出サイズと、基準サイズに所定倍率（Ｎ１と記し、Ｎ１＞１とする）
を乗算したサイズとを比較する。図１５のＳ１５０２やＳ１５１０、Ｓ１５１４で設定さ
れる基準被写体情報の被写体サイズと、Ｓ２３００にて検出された被写体サイズとが比較
される。Ｓ２３００にて検出された被写体のサイズが、基準被写体のサイズに対してＮ１
倍より大きい場合、すなわち被写体像が画面に占める比率が所定値を超える場合、Ｓ２３
０９に進む。Ｓ２３０９でＡＺ制御部１２２は、ズームアウト動作を開始する。ここでの
ズームアウト動作は、サイズ保持制御用のズームアウト動作に相当する。ズームアウト動
作の後、オートズーム制御を終了する。
【０１１３】
　一方、Ｓ２３０６において、Ｓ２３００で検出された被写体のサイズが、基準被写体の
サイズに対してＮ１倍以下である場合、Ｓ２３０７に進む。Ｓ２３０７でＡＺ制御部１２
２は、基準被写体情報の被写体サイズと、Ｓ２３００にて検出された被写体のサイズとを
比較する。検出された被写体のサイズが、基準被写体のサイズに対して所定倍率（Ｎ２と
記し、Ｎ２＜１とする）より小さい場合（Ｎ２倍未満の場合）、すなわち被写体像が画面
に占める比率が所定値未満である場合、Ｓ２３０８に進む。一方、検出された被写体のサ
イズが、基準被写体のサイズに対してＮ２倍以上である場合、オートズーム制御を終了す
る。
【０１１４】
　Ｓ２３０８にてＡＺ制御部１２２は、追尾対象とする被写体に係る被写体追尾枠がＺＩ
領域の内部に収まっているか否か（包含されているか否か）を判定する。これは、被写体
が画面の周辺にいる場合にズームイン動作によってフレームアウトしてしまうことを防ぐ
ためである。ここでのＺＩ領域は、図６（Ｅ）で説明したＺＩ領域に相当する。Ｓ２３０
８で被写体追尾枠がＺＩ領域に収まっていないと判定された場合、オートズーム制御を終
了する。
【０１１５】
　一方、Ｓ２３０８で被写体追尾枠がＺＩ領域に収まっていると判定された場合、Ｓ２３
１０に進む。Ｓ２３１０にてＡＺ制御部１２２は、ズームイン動作を開始する。ここでの
ズームイン動作は、サイズ保持制御用のズームイン動作に相当する。このように、本実施
形態では、サイズ保持制御用のズームイン動作においても被写体のフレームアウトを防ぐ
ために、被写体像がＺＩ領域の内部に収まってからズームイン動作を開始する。ズームイ
ン動作の後、オートズーム制御を終了する。
【０１１６】
　次に、図２４を参照してズーム動作について説明する。図２４は、図２３のＳ２３０４
、Ｓ２３０５、Ｓ２３０９、Ｓ２３１０でのズームアウト動作またはズームイン動作を説
明するフローチャートである。まずＳ２４００において、ＡＺ制御部１２２は、メモリ１
１８からズーム変化量（ズーム倍率の変化量）を取得する。フレームアウト防止制御用の
ズームアウト動作の場合、ズームアウト変化量は検出された被写体情報に応じて設定され
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る。具体的には、フレームアウト防止制御用のズームアウト動作（図２３のＳ２３０４）
では、被写体のサイズが小さいほどズームアウト変化量が小さく設定される。それにより
、ズームアウト動作によって被写体のサイズが小さくなりすぎるために被写体が検出でき
なくなるのを防ぐことができる。なお、被写体検出可能な最小サイズを考慮して、被写体
のサイズが所定のサイズより小さい場合は、ズームアウト動作を行わないようにしてもよ
い。また、フレームアウト防止制御用のズームイン動作では、ズームアウト動作の開始前
のズーム倍率がメモリ１１８に記憶され、ズームアウト動作の開始前と同じズーム倍率と
なるようにズームイン変化量が設定される。
【０１１７】
　また、サイズ保持制御用のズームアウト動作（図２３のＳ２３０９）においては、Ｓ２
３０６の判定に用いる所定のＮ１倍に対応するズームアウト変化量（１／Ｎ１倍）が設定
される。それにより、被写体が検出できない場合でも、被写体のサイズが基準被写体のサ
イズとなるまでの最低限のズームアウト動作を行うことができる。サイズ保持制御用のズ
ームイン動作（図２３のＳ２３１０）の場合にも同様に、Ｓ２３０７の判定に用いる所定
のＮ２倍に対応するズームイン変化量（１／Ｎ２倍）が設定される。
【０１１８】
　Ｓ２４０１でＡＺ制御部１２２は、Ｓ２４００にて取得したズーム変化量をＣＺ制御部
１１９または電子ズーム制御部１２０に設定し、変倍処理を行うように指示する。次のＳ
２４０２でＡＺ制御部１２２は、フレームアウト防止制御用とサイズ保持制御用のうちの
、いずれのズーム動作中であるかを判定する。現時点でのズーム動作がフレームアウト防
止制御用のズーム動作である場合（図２３のＳ２３０４、Ｓ２３０５）にはＳ２４０５に
進む。また、現時点でのズーム動作がサイズ保持制御用のズーム動作である場合（図２３
のＳ２３０９、Ｓ２３１０）にはＳ２４０３に進む。
【０１１９】
　Ｓ２４０３でＡＺ制御部１２２は、被写体検出部１２３によって被写体が検出されてい
るか否かを判定する。被写体が検出されている場合にはＳ２４０４に進み、被写体が検出
されていない場合にはＳ２４０５に進む。Ｓ２４０４では、基準被写体情報の示す被写体
のサイズと、Ｓ２４０３で検出された被写体のサイズとが比較される。比較の結果、Ｓ２
４０３にて検出された被写体のサイズと、基準被写体のサイズとが所定比率の範囲内（所
定の変化量以内）に収まらない場合には、再度Ｓ２４０２に進み、ズーム動作の判定を継
続する。ズーム動作によって、Ｓ２４０３にて検出された被写体のサイズと、基準被写体
のサイズとが、所定比率の範囲内となった場合には、Ｓ２４０６に進む。Ｓ２４０６でＡ
Ｚ制御部１２２はズーム動作を停止した後、ズーム動作処理を終了する。
【０１２０】
　Ｓ２４０２にて、フレームアウト防止制御用のズーム動作中と判定された場合、または
、サイズ保持制御用のズーム動作中でＳ２４０３にて被写体が検出されない場合にはＳ２
４０５に進む。Ｓ２４０５にてＡＺ制御部１２２は、Ｓ２４００で取得したズーム変化量
に基づき、各ズーム動作に応じた所定量分のズーム変化量に相当する変倍処理を行ったか
否かを判定する。所定のズーム変化量の変倍処理が行われていない場合には、再度Ｓ２４
０２に戻って処理を継続する。また所定のズーム変化量の変倍処理が行われた場合には、
Ｓ２４０６に進み、ＡＺ制御部１２２は動作中のズームを停止してズーム動作処理を終了
する。
【０１２１】
　本実施形態では、被写体の動きや数、被写体の検出時間、カメラから被写体までの距離
などによって撮影シーンを判別し、シーンに応じて適切な構図をカメラが自動で選択する
。また、静止画と動画の撮影状態、被写体の指定の有無に応じて選択する構図が変更され
る。さらに、構図選択処理により選択された構図に基づき、被写体像の基準サイズが設定
され、検出した被写体の画像が基準サイズとなるようにズーム動作が実行される。これに
よって、撮影者が構図を選択することなく、被写体の指定の有無に応じて適切な構図とな
るオートズーム制御を実現できる。
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【０１２２】
（その他の実施形態）
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【０１２３】
　１００　デジタルカメラ
　１０２　ズームレンズ
　１０９　表示部
　１１３　ズームレンズ駆動部
　１１７　操作部
　１１８　メモリ
　１１９　ＣＺ制御部
　１２０　電子ズーム制御部
　１２２　オートズーム制御部
　１２３　被写体検出部

【図１】 【図２】
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